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今月のおもな内容�

水道週間 ��
まちづくり提案のご紹介 ��
市政情報 ��
国際交流情報 ��
まちの話題 ��
みんなの広場 ��

健康と育児のひろば ��
こころの健康に目を向けて ��
お知らせ 	�
・スポーツ教室と市民講座 
�
・火災警報器設置義務化 ��
・火災情報メール配信サービス ��

初夏の彩り�

　～新「二本松市」は東西約36ｋｍの市域を有し、自然豊かに四季折々、�
　　　　　季節の花々に彩られています。時には自然の懐へ飛び込んでみてはいかがでしょうか。～�

（太田・高林寺の紫陽花。6月下旬から約５千株が咲き
誇る。近年は「あじさい寺」として知られる。）�
（太田・高林寺の紫陽花。6月下旬から約５千株が咲き
誇る。近年は「あじさい寺」として知られる。）�

あ じ さ い �あ じ さ い �

（下川崎・荒屋敷、佐々木さん宅のあやめ園。６月下旬から見ご
ろを迎え、約４０アールの園内には色鮮やかな花々が咲き誇る。）�
（下川崎・荒屋敷、佐々木さん宅のあやめ園。６月下旬から見ご
ろを迎え、約４０アールの園内には色鮮やかな花々が咲き誇る。）�
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昭
和
四
年
に
給
水
開
始
以
来
一

日
と
し
て
休
む
こ
と
な
く
み
な
さ

ん
に
水
を
供
給
し
て
き
ま
し
た
。

　

昨
年
の
市
町
村
合
併
に
よ
り
、

現
在
は
上
水
道
地
区
と
簡
易
水
道

地
区
の
四
六，
六
二
九
人（
一
五，

一
五
五
世
帯
）に
供
給
し
て
お
り
、

水
道
の
普
及
率
は
七
十
四
・
四

パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
未
普
及
地
域
の
解
消

を
図
る
と
と
も
に
、
水
質
検
査
の

徹
底
に
よ
り
、
安
全
で
安
心
し
て

飲
ん
で
い
た
だ
け
る
水
を
供
給
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

水
道
週
間
期
間
中
に
限
り
安
達

地
方
管
工
事
協
同
組
合（
十
二
社
）

の
協
力
を
得
て
、
給
水
装
置
の
無

料
点
検
や
蛇
口
コ
マ
等
の
取
り
替

え
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
ま
す
。

（
材
料
費
等
は
有
料
）

　

水
道
に
つ
い
て
、
日
ご
ろ
困
っ

て
い
る
こ
と
等
に
つ
い
て
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

毎
月
の
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
時

に
検
針
員
が
お
渡
し
し
て
い
る

「
使
用
水
量
等
の
お
知
ら
せ
」は
、

そ
の
月
に
使
用
し
た
水
量
や
、
請

求
予
定
金
額
等
を
お
知
ら
せ
す
る

も
の
で
す
。（
計
算
方
法
は
水
道

料
金
単
価
一
覧
を
参
照
し
て
く
だ

さ
い
）こ
の
お
知
ら
せ
票
で
毎
月

の
水
量
を
確
認
す
る
と
漏
水
を
早

期
に
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

毎
月
の
水
量
の
動
き
を
確
か
め
、

早
期
発
見
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　

水
道
は
飲
み
水
が
通
っ
て
い
る

大
切
な
装
置
で
す
。
無
断
で
工
事

を
す
る
こ
と
は
、
思
わ
ぬ
漏
水
に

よ
り
損
害
を
被
る
こ
と
や
、
水
道

水
の
衛
生
状
態
に
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
水
道
の
工

事
を
行
う
場
合
は
、
必
ず
指
定
工

事
事
業
者
を
通
じ
て
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
本
市
の
指
定
工
事
業
者

は
、
市
ホ
ー
ム
ー
ペ
ー
ジ
の
暮
ら

し
の
情
報
館
を
ご
覧
に
な
る
か
、

本
庁
ま
た
は
支
所
水
道
課
・
支
所

上
下
水
道
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

水
道
を
ど
の
く
ら
い
使
っ
た
か

毎
月
四
日
か
ら
十
八
日
に
か
け
て

検
針
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の

際
に
、
水
道
メ
ー
タ
ー
の
上
や
周

辺
に
物
を
置
い
て
あ
り
ま
す
と
、

検
針
の
際
に
移
動
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
、
ま
た
、
水
道
メ
ー
タ
ー

の
破
損
に
繋
が
る
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、
物
を
置
か
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
の
職
員
等
を
装
っ
て
突
然
皆

さ
ん
の
家
を
訪
問
し
て
水
質
検
査

や
水
道
施
設
の
点
検
等
を
行
っ
た

り
、
浄
水
器
を
売
り
つ
け
た
り
す

る
事
例
が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
依
頼
の

な
い
限
り
、
ご
家
庭
の
水
道
施
設

の
点
検
等
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん

し
、
ま
た
、
浄
水
器
等
の
販
売
も

行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

水
道
の
あ
る
快
適
な
生
活

本
市
の
水
道

水
道
工
事
は
指
定
工
事
業
者
で

水
道
週
間
中
に

 

無
料
点
検
を
実
施

検
針
時
の「
使
用
水
量
等
の

お
知
ら
せ
」を
確
認
し
ま
し
ょ
う

水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
に

 

ご
協
力
を

訪
問
業
者
に
ご
注
意
を

　

毎
年
、
六
月
一
日
〜
七
日
は
、「
質
の
高
い
安
全
で
良

質
な
水
の
安
定
供
給
」や「
災
害
に
強
い
水
道
づ
く
り
」を

よ
り
推
進
す
る
た
め
に
、
水
道
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
水
道
週
間
が
全
国
的
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

水
は
、
私
た
ち
の
生
活
や
経
済
活
動
を
支
え
て
く
れ
る

命
綱
と
も
言
う
べ
き
大
切
な
も
の
で
す
。
こ
の
機
会
に
も

う
一
度
水
の
大
切
さ
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

第４８回水道週間スローガン第４８回水道週間スローガン

安全と安全と おいしさごくりおいしさごくり 水道水水道水安全と安全と おいしさごくりおいしさごくり 水道水水道水
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すりかみ浄水場一般公開すりかみ浄水場一般公開すりかみ浄水場一般公開
　水道週間中に、安達地区と東和地区に水道水を供
給している「すりかみ浄水場」の一般公開が行なわれ
ます。

　日　時　６月１�～７日�
　　　　　午前１０時から午後３時
　場　所　「すりかみ浄水場」
　　　　　福島市飯坂町字沼ノ上１－１
　連絡先　福島地方水道用水供給企業団
　　　　　�０２４（５４１）４１００

　主な催し
　　　　　・ 浄水場内の見学
　　　　　・ ビデオ「新たな水道の誕生」
　　　　　・ 摺上川ダム紹介コーナー
　　　　　・ パネル展示コーナー
　　　　　・ 試飲会（おいしい摺上の水）
　　　　　・ 構成団体コーナー
　　　　　・お楽しみコーナー（スーパーボールす

くいなど）※土日のみ開催　

水道料金の支払いは
 口座振替が便利です

水道料金は納期内に納入を

口座振替できる金融機関等は
　　みちのく安達農業協同組合、東邦銀行、
　　福島銀行、大東銀行、二本松信用金庫、
　　福島県商工信用組合、東北労働金庫、
　　日本郵政公社
　となっており市外の支店等の口座でもご利用いただ
けます。

　水道事業の財源は水道料金で賄われており、計画的
な水道の普及や経営の健全化を図るためにも、水道料
金は納期限内に納入していただきますようお願いいた
します。
　なお、指定期間内に納入されない場合は、給水を停
止する場合もありますのでご注意ください。

１　上水道第六次拡張事業
工　事　箇　所工　種地　区

市道岩崎・薬師線

配水管新設二本松地区
市道大沢・石ノ花線
市道塩沢町・末広町線ほか
市道蓬田・神明石線
県道福島・安達線（油井）ほか

配水管新設安達地区 市道西舟山・中洞線外
県道福島・安達線（渋川）

２　水道未普及地域解消事業
工　事　箇　所工　種地　区

市道久保田・萱刈線配水管新設渋川地区
浅井戸・深井戸・管理棟送水管ほか水源施設整備西新殿地区

３　施設改良事業
工　事　箇　所工　種地　区

県道原町・二本松線　　

配水管布設替二本松地区
市道平石高田・安達ヶ原線　
県道二本松・安達線
茶園一丁目地内

今年度予定の主な水道事業
工　事　箇　所工　種地　区

市道福岡・鶴巻線
配水管布設替安達地区 市道前作・薬師川原線

市道河窪・藤兵内線
国道４５９号（小浜字藤町）配水管布設替小浜地区
市道針道・西谷線配水管布設替東和地区

４　六角川河川改修関連配水管布設替事業
工　事　箇　所工　種地　区

市道若宮一丁目４号線
橋梁添架および配水管布設替

配水管布設替二本松地区 市道若宮・郭内線
橋梁添架および配水管布設替
市道松岡・貴船北線ほか

５　下水道関連配水管等布設替事業
工　事　箇　所工　種地　区

市道三保内・大壇線ほか配水管布設替二本松地区
市道安達駅・油井町線ほか配水管布設替安達地区

二本松のおいしい水道水（データ）
　二本松の水道水は、豊富な安達太良山麓の湧水、摺上川等を水源とし、清らかでおいしい水を安定供給しています。

◎ おいしい水の基準値　※厚生省（現厚生労働省）「おいしい水研究会より」

摘　　　　　　　　要二本松市指　標項　目

主にミネラルの含有量を示し、量が多いと苦味、渋味などが増し、適度に含まれると、こくのあるま
ろやかな味がする。６５mg/�３０～２００mg/�蒸発残留物

ミネラルの中で量的に多いカルシウム、マグネシウムの含有量を示し、硬度の低い水はくせがなく、
高い水は好き嫌いがでる。２６.５mg/�１０～１００mg/�硬 度

臭いがつくと不快な感じがします。なし３以下臭気強度

冷やすことによりおいしく飲めます。９.０度２０度以下水 温

 ※二本松市は高平配水池のデータです。
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「
ま
ち
づ
く
り
提
案
」

「
ま
ち
づ
く
り
提
案
」

○
子
は
宝
、
新
二
本
松
市
、
出
生

率
日
本
一
宣
言
提
案
。

・
現
在
の
年
間
出
生
約
五
百
人
を

三
年
以
内
に
八
百
人
の
出
生
目
標

と
し
、
市
内
の
人
口
減
少
に
歯
止

め
を
か
け
る
。

・
日
本
の
歴
史
と
伝
統
の
家
族
制

度
の
復
活
と
三
世
代
同
居
の
推
進
。

 

（
渋
川
・
大
内
さ
ん
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

○
自
然
と
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
開

発
を
。
自
然
の
大
切
さ
と
人
間
の

わ
が
ま
ま
な
行
動
に
心
を
痛
め
て

い
ま
す
。
人
間
に
も
憩
い
の
場
が

あ
る
よ
う
に
鳥
や
動
物
達
に
も
憩

い
の
場
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

 

（
油
井
・
伊
藤
さ
ん
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

○
風
力
発
電
の
導
入
を
。
地
球
温

暖
化
が
進
み
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
上
太

田
上
代
積
の
高
台
は
四
方
を
さ
え

ぎ
る
も
の
が
な
く
、
西
に
安
達
太

良
連
峰
、
東
に
は
日
山
・
羽
山
等

が
一
望
で
き
、
大
変
眺
め
の
よ
い

と
こ
ろ
で
す
。
さ
ら
に
展
望
台
が

あ
れ
ば
風
車
の
あ
る
ま
ち
と
し
て

観
光
面
で
も
期
待
で
き
ま
す
。

＊
パ
ノ
ラ
マ
写
真
を
四
枚
同
封
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

（
上
太
田
・
滝
沢
さ
ん
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

○
厚
生
労
働
省
の
認
定
外
で
特
殊

持
病
等
を
有
す
る
方
々
が
、
万
が

一
の
場
合
の
処
置
の
仕
方
、
救
急

病
院
の
指
定
等
を
表
示
し
た「
携

帯
表
示
品
」が
あ
れ
ば
、
確
か
な

救
急
医
療
が
受
け
ら
れ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

 

（
油
井
・
伊
藤
さ
ん
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

○
将
来
の
明
る
く
大
き
い
二
本
松

市
を
実
現
す
る
た
め
に
、
二
本
松

市
街
地
か
ら
街
続
き
の
安
達
駅
前

と
駅
東
側
の
開
発
が
必
要
。

　

市
民
生
活
に
直
結
す
る
ス
ー

パ
ー
や
医
療
機
関
が
進
出
し
て
四

号
国
道
と
接
続
し
電
車
乗
り
入
れ

人
口
も
増
え
、
今
後
予
想
さ
れ
る

高
齢
化
社
会
に
対
応
で
き
る
環
境

づ
く
が
望
ま
れ
る
中
、
二
本
松
市

の
副
都
心
と
な
り
市
発
展
の
力
に

な
る
も
の
と
期
待
で
き
ま
す
。

 

（
上
川
崎
・
安
齋
さ
ん
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

○
新
市
の
政
策
は
決
し
て
派
手
で

な
く
て
よ
い
。
豊
か
な
新
二
本
松

市
を
実
現
す
る
た
め
、
住
民
一
人

ひ
と
り
の
努
力
は
大
切
だ
が
、
そ

の
前
提
と
し
て
、

・
行
政
自
ら
自
己
制
御
的
機
能
を

持
た
せ
る
た
め
の（
仮
称
）行
政
オ

ン
ブ
ズ
マ
ン
制
度
を
市
長
直
属
の

機
関
と
し
て
設
置
す
る
。

・
行
政
委
員
会
や
審
議
会
等
を
真

に
機
能
的
な
も
の
に
し
、
会
議
は

す
べ
て
公
開
と
す
る
。

・
広
報
に
ほ
ん
ま
つ
を
工
夫
し
、

見
や
す
く
わ
か
り
や
す
く
市
政
の

中
核
を
市
民
に
知
ら
せ
る
。

・
空
洞
化
防
止
と
住
民
に
身
近
な

行
政
実
現
の
た
め
、
保
健
師
の
家

庭
訪
問
業
務
、
支
所
空
き
ス
ペ
ー

ス
の
活
用
計
画
、
街
中
の
空
洞
化

し
た
場
の
活
用
を
工
夫
す
る
。

 

（
西
勝
田
・
渡
辺
さ
ん
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

○
小
浜
出
身
で
現
在
横
浜
市
在
住

で
す
。
帰
省
す
る
た
び
に
高
齢
化

と
少
子
化
で
、
ま
ち
に
活
力
が
な

く
な
る
よ
う
で
故
郷
の
た
め
に
何

か
で
き
な
い
も
の
か
と
日
頃
か
ら

思
っ
て
い
た
こ
と
を
提
案
し
ま
す
。

＊
レ
ポ
ー
ト
十
一
枚
に
よ
り
提
出

い
た
だ
い
た
内
容
の
一
部
で
す
。

・
理
想
の
ま
ち
づ
く
り『
人
は
誰

で
も
主
役
に
な
れ
る
』高
齢
者
も

若
者
も
い
き
い
き
輝
き
、
ま
ち
が

活
性
化
す
る
。
高
齢
者
も
健
康
に

な
れ
ば
医
療
費
や
介
護
費
用
は
減

少
す
る
。

・
市
民
の
意
識
改
革
か
ら
ま
ち
興

し
を
、
広
報
に
ほ
ん
ま
つ
の
内
容

刷
新
で
地
域
に
光
る
宝
を
探
せ
！

・
地
方
の
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
と
都
会

の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
融
合
さ
せ
れ

ば
、
市
民
の
活
躍
で
き
る
場
も
増

え
、
一
生
働
け
る
機
会
が
幸
福
を

呼
び
込
む
。

・
高
齢
者
世
帯
増
加
へ
の
対
応
と

し
て
地
域
社
会
、
町
内
会
で
助
け

合
い
精
神
を
高
め
、
高
齢
者
が
孤

立
せ
ず
役
所
に
頼
ら
な
く
と
も
協

力
し
合
い
、
自
立
で
き
た
四
十
年

前
の
地
域
社
会
の
復
活
を
。

・
子
供
た
ち
に
起
業
教
育
の
実
践

を
！
地
域
に
大
き
な
刺
激
を
与
え

ま
す
。

・
自
立
心
、
活
力
あ
ふ
れ
士
気
の

高
い
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
二
本
松
研
修
生
の

里
帰
り
移
住
の
推
進
。
過
疎
化
対

策
、
国
際
交
流
の
促
進
を
図
り
、

同
時
に「
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

ま
ち
二
本
松
」を
全
国
に
発
信
。

 

（
横
浜
市
・
田
口
さ
ん
）

　

貴
重
な
ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 
・
ま
ち
づ
く
り
提
案
…
五
十
七
件

・
ご
意
見
箱
…
…
…
…
二
十
八
件

・
各
担
当
職
員
受
付
・
二
十
七
件

わわわわわわわわわわわわわわ
たたたたたたたたたたたたたた
しししししししししししししし
のののののののののののののの

わ
た
し
の　

 

〜
皆
様
か
ら
届
い
た
声
〜　
　
　
　
　

　

広
報
四
月
号
へ
の
掲
載
に
続
き
、
平
成
十
七
年
度
中
に
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
提
案
の
一
部
を
要
約
し
て

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
引
き
続
き
、
市
で
は
市
民
の
声
が
届
き
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

「
ま
ち
づ
く
り
提
案
」

「
ま
ち
づ
く
り
提
案
」

平
成
十
七
年
度

　
　
　

広
聴
事
業
受
付
件
数

�

�

�

�

����������������������������

����������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

あなたの意見を市政にお寄せください

・「まちづくり提案」
・常時設置してある「市民ご意見箱」等のほか本
庁・支所・住民センターの各担当におきましても、
随時市民の皆様の声をお寄せいただいております。
◎問い合わせ…
　　　　　　秘書広報課広報広聴係
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新
し
い
晨

新
し
い
晨�

新
し
い
晨

新
し
い
晨�

新
し
い
晨�

〜
市
長
か
ら
の
手
紙
〜�

あ
　
さ�

花
ふ
�
き
霞
が
城
の
し
ろ
あ
と
に

　

仰
ぐ
あ
た
�
ら　

峰
の
し
ら
雪

　

霞
ヶ
城
公
園
に
土
井
晩
翠
の

詠
ん
だ
歌
碑
が
あ
り
ま
す
。

　

霞
ヶ
城
公
園
に
は
、
一
目
千

本
と
言
わ
れ
る
千
七
百
本
の
桜

が
咲
き
誇
り「
さ
く
ら
百
選
の

地
」に
選
ば
れ
、
日
本
を
代
表

す
る
桜
の
名
所
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た「
合
戦
場
の
桜
」に
は
、

多
く
の
桜
ツ
ア
ー
が
訪
れ
て
お

り
ま
す
。

　

新
市
に
は
、桜
や
花
の
名
所

が
沢
山
あ
り
人
々
を
魅
了
し
て

お
り
、春
は
桜
を
始
め
、つ
つ
じ
、

あ
じ
さ
い
、秋
の
紅
葉
な
ど
四

季
折
々
の
情
緒
が
楽
し
め
ま
す
。

　

先
日
、
口
太
山
の
山
開
き
が

行
わ
れ
、
私
も
多
く
の
登
山
者

と
一
緒
に
登
り
、
三
百
六
十
度

の
素
晴
ら
し
い
パ
ノ
ラ
マ
に
感

動
致
し
ま
し
た
。

　

山
の
中
腹
に
あ
る
夏
無
沼
で

は
、
登
山
道
の
整
備
を
し
て
頂

い
て
い
る
針
道
振
興
会
の
皆
さ

ん
か
ら
心
あ
た
た
ま
る
豚
汁
の

お
も
て
な
し
を
頂
き
ま
し
た
。

澄
み
切
っ
た
水
面
に
、
口
太
山

の
雄
姿
を
映
し
、
薫
風
が
小
鳥

の
さ
え
ず
り
を
乗
せ
て
や
さ
し

く
そ
よ
ぎ
、
色
と
り
ど
り
の
花

が
咲
き
誇
り
、
訪
れ
る
人
々
に

感
動
の
出
会
い
を
贈
っ
て
お
り

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら「
日
本
百
名
山
」の

安
達
太
良
山
を
始
め
、羽
山
、日

山
の
山
開
き
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

多
く
の
方
々
に
参
加
を
頂
き

美
し
い
自
然
や
山
の
魅
力
を
満

喫
し
て
頂
き
た
い
と
願
っ
て
お

り
ま
す
。

　
「
新
二
本
松
市
」誕
生
を
機
に
、

新
た
に
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
観

光
資
源
が
加
わ
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
資
源
を
活
用
し
、
広

域
的
な
視
点
で
、
さ
ら
な
る
観

光
振
興
、
快
適
な
都
市
の
形
成
、

市
民
・
観
光
客
、
全
て
の
人
々

が「
二
本
松
」を
楽
し
む
こ
と
が

出
来
る
、
美
し
い
、
楽
し
い
ま

ち「
観
光
立
市
」を
目
指
し
て
参

り
ま
す
。

　

よ
っ
て
が
さ
ん
し
ょ
二
本
松

多
く
の
人
々
に
愛
さ
れ
、
親
し

ま
れ
、
繁
栄
す
る
二
本
松
市
と

な
る
た
め
に
。

○
国
と
地
方
の

 

危
機
的
な
財
政
状
況

　

国
と
地
方
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後

の
税
収
の
落
ち
込
み
や
景
気
対
策

を
借
金
で
ま
か
な
う
財
政
運
営
を

続
け
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

国
と
地
方
の
借
金
の
残
高
は
平
成

八
年
度
末
と
比
較
し
て
倍
増
し
、

平
成
十
八
年
度
末
の
見
込
み
で
は

七
百
七
十
五
兆
円
と
い
う
天
文
学

的
数
値
で
あ
り
、
こ
れ
以
上
の
借

金
の
乱
発
は
許
さ
れ
な
い
状
況
で

す
。

○
三
位
一
体
の
改
革
の
影
響

　

国
と
地
方
が
進
め
て
き
た
三
位

一
体
の
改
革
は
、
結
果
と
し
て
国

の
財
政
状
況
の
悪
化
を
地
方
に
転

嫁
さ
せ
る
形
で
終
わ
り
、
国
か
ら

の
交
付
金（
地
方
交
付
税
）や
補
助

金
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
は
、
自
主
財
源
が
少

な
く
国
か
ら
の
交
付
金
に
頼
ら
ざ

る
を
得
な
い
二
本
松
市
の
財
政
を

直
撃
し
、
平
成
十
六
年
度
か
ら
十

八
年
度
に
か
け
て
約
二
十
億
円
も

の
収
入
の
不
足
が
発
生
し
、
財
政

状
況
は
危
機
的
な
状
況
で
す
。

 
○
二
本
松
市
の
状
況

　

市
で
は
、
本
年
三
月
に
集
中
改

革
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
市
政
改
革

を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、
急
激
な

財
政
状
況
の
悪
化
に
追
い
つ
く
改

革
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
毎
年
の
収
入

不
足
を
貯
金（
基
金
）の
取
り
崩
し

に
よ
り
対
応
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

そ
の
結
果
、
市
の
貯
金（
財
政

調
整
基
金
）は
、
平
成
十
三
年
度

で
約
三
十
五
億
円
あ
っ
た
も
の
が
、

平
成
十
八
年
度
末
の
見
込
み
で
は

十
二
億
円
と
五
年
間
で
三
分
の
一

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
市
の
借
金
の
残
高
は
、

毎
年
増
加
傾
向
で
、
平
成
十
七
年

度
末
で
三
百
七
十
二
億
円
と
な
り
、

市
民
一
人
当
た
り
で
は
、
約
五
十

九
万
円
の
借
金
が
あ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

今
後
は
、
事
業
を
精
査
し
、
新

た
な
借
金
を
必
要
最
低
限
度
に
抑

え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

○
新
た
な
改
革
プ
ラ
ン
の
必
要
性

　

合
併
し
て
間
も
な
い
当
市
は
、

他
の
類
似
団
体
と
比
較
し
て
、
人

件
費
や
、
施
設
の
数
が
多
い
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
少
子
高
齢
化
社
会
へ
の

対
応
や
産
業
の
振
興
、
教
育
の
改

革
な
ど
合
併
後
の
新
市
の
基
盤
整

備
も
急
務
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
解
決
す
る
た
め
に
今

後
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
、
新
た
な
改
革
プ
ラ
ン

を
作
成
し
、
例
え
財
政
状
況
が
厳

し
く
と
も「
い
ま
拓
く　

豊
か
な

未
来　

二
本
松
」の
実
現
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

 

改
革
推
進
課
市
政
改
革
係

改
革
改
革
・
自
立
自
立
・
市
民
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

市
民
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て�
改
革
・
自
立
・
市
民
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て�

厳
し
い
状
況
に
対
応
し
た�

　
　
新
た
な
改
革
プ
ラ
ン
を
作
成
し
て
い
き
ま
す�

▲口太山山開きでの三保市長と古川川
俣町長
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Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
網

 

整
備
要
望
書
を
提
出

　

四
月
二
十
日
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本

福
島
支
店
長
に
対
し
、
三
保
市
長

か
ら
当
市
の
情
報
通
信
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
中
核
を
担
う
Ｂ
フ
レ
ッ

ツ
網
整
備
拡
大
の
要
望
を
行
い
ま

し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
多
く
の

整
備
要
望
を
受
け
、
市
の
郊
外
周

辺
部
の
特
に
住
宅
団
地
等
の
サ
ー

ビ
ス
開
始
を
求
め
る
地
域
の
早
期

着
工
を
要
望
し
た
も
の
で
す
。

　

福
島
支
店
長
か
ら
は
、
今
年
度

の
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
提
供
拡
大
エ
リ
ア

 
下
水
道
水
洗
化
率

　

下
水
道
水
洗
化
率
と
は
、
下
水

管
渠
が
整
備
さ
れ
た
区
域
内
の
人

口
の
う
ち
、
実
際
に
汚
水
を
下
水

道
で
処
理
し
て
い
る
人
口
の
割
合

で
す
。
今
年
三
月
末
現
在
、
市
全

体
で
五
十
三
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
と

な
っ
て
い
ま
す
。（
別
表
）

　

市
で
は
、
遅
く
て
も
供
用
か
ら

三
年
以
内
に
下
水
道
に
接
続
さ
れ

る
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
供
用
開
始
か
ら
三
年
目

に
な
る
、
岳
温
泉
地
区
と
岩
代
地

区
の
下
水
道
区
域
内
の
皆
さ
ん
は
、

今
年
度
中
に
下
水
道
接
続
工
事
を

さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

 
新
た
な
下
水
道
新
供
用
区
域

　

今
年
四
月
一
日
に
供
用
し
た
区

域
お
よ
び
七
月
一
日
に
供
用
す
る

区
域
は
ご
覧
の
と
お
り
で
す
。

　

供
用
区
域
内
に
お
住
ま
い
の
方

は
、
で
き
る
だ
け
早
く
下
水
道
に

接
続
す
る
工
事
を
さ
れ
る
よ
う
、

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
四
月
一
日
供
用
区
域

▽
二
本
松
処
理
区

　

若
宮
一
丁
目
、
大
壇
、
成
田
日

　

昭
和
三
十
三
年
に
福
島
大
学
学
芸
学
部
を
卒
業
し
、

小
学
校
教
諭
と
な
り
、
木
幡
二
小
校
長
、
県
南
、
県

中
両
教
育
事
務
所
長
、
二
本
松
北
小
校
長
な
ど
を
歴

任
し
、
教
育
界
の
充
実
発
展
に
大
い
に
寄
与
さ
れ
た

こ
と
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
「
こ
の
栄
誉
は
多
く
の
皆
様
の
お
導
き
と
協
力
の

お
陰
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
与
え
ら
れ
た
立

場
で
精
進
し
た
い
。」と
叙
勲
の
喜
び
を
語
ら
れ
ま
し

た
。

　

福
島
工
手
青
年
学
校
か
ら
仙
台
鉄
道
管
理
局
練
成

所
に
進
ま
れ
、
戦
時
中
の
昭
和
十
七
年
に
鉄
道
員
と

な
り
、
会
津
若
松
、
郡
山
、
福
島
各
駅
の
助
役
、
庭

坂
駅
長
、
本
宮
駅
長
な
ど
を
歴
任
し
、
国
の
公
共
交

通
機
関
へ
貢
献
さ
れ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で

す
。

　
「
叙
勲
は
先
輩
の
方
々
の
指
導
と
同
僚
の
協
力
が

あ
っ
た
お
か
げ
で
す
。
栄
誉
を
汚
さ
な
い
よ
う
に
、

精
進
し
た
い
。」と
叙
勲
の
喜
び
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

 ピックアップピックアップ 

 市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報市政情報 

▲三保市長から要望書の提出

（
郭
内
・
表
・
塩
沢
住
民
セ
ン

タ
ー
付
近
）の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

下
水
道
供
用
区
域
の
皆
さ
ん

 

接
続
を
お
早
め
に

向
、
茶
園
一
・
二
丁
目
、
成
田

町
一
丁
目

 

…
三
・
六
八
ヘ
ク
タ
ー
ル

▽
安
達
処
理
区（
油
井
）

　

上
中
ノ
内
、下
中
ノ
内
、戸
ノ
内
、

背
戸
谷
地
、古
屋
敷
、福
岡

 

…
十
二
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル

▽
岩
代
特
環
処
理
区（
小
浜
）

　

芳
池
、
藤
町
、
下
舘

 

…
七
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル

■
七
月
一
日
供
用
区
域

▽
二
本
松
処
理
区

　

若
宮
一
丁
目
、
郭
内
三
丁
目
、

茶
園
二
丁
目
、
二
伊
滝
一
丁
目

 

…
四
・
八
四
ヘ
ク
タ
ー
ル

◎
問
い
合
わ
せ
…

 

下
水
道
課
管
理
係

Ｈ１７年度末　下水道水洗化率

水洗化率水洗化区域内供用面積
Ｂ／Ａ人口Ｂ人口Ａ （ha）

５３.７%６,２３６１１,６２０３４０.８二本松処理区

６９.６%２,２３０３,２０３１０４.７安 達 処 理 区

１５.８%８４５３１３４.０岳特環処理区

２５.５%３０９１,２１３４２.５岩代特環処理区

５３.５%８,８５９１６,５６７５２２.０合　　計

※普及率（区域内人口÷市人口）１６,５６７÷６４,７５４＝２６.２％

栄栄
ええ
ああ
るる
叙叙
勲勲

おお
めめ
でで
とと
うう
ごご
ざざ
いい
まま
すす

瑞
宝
双
光
章

瑞
宝
単
光
章

田
邊
日
出
男
さ
ん（　

）
79

 

（
金
色
） 　

遠
藤
秋
男
さ
ん（　

）
70

 

（
郭
内
） 　
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浄
化
槽
の
法
定
検
査
に
は
、
設

置
後
に
行
う「
七
条
検
査
」と
毎
年

一
回
行
う「
十
一
条
検
査
」の
二
種

類
の
検
査
が
あ
り
ま
す
。

　

十
一
条
検
査
は
、
通
常
の
保
守

点
検
や
清
掃
と
は
別
に
、
浄
化
槽

の
機
能
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
、
き

れ
い
な
処
理
水
が
放
流
さ
れ
て
い

る
か
ど
う
か
を
県
知
事
の 
指
定 
検

※
１

査
機
関
が
検
査
す
る
も
の
で
す
。

　

浄
化
槽
を
所
有
ま
た
は
使
用
し

て
い
る
方
は
、
必
ず
こ
の
検
査
を

受
け
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
十
一
条
検
査
で
は
、
水

質
検
査
、
外
観
検
査
お
よ
び
書
類

検
査
か
ら
、
浄
化
槽
の
機
能
を
判

定
し
ま
す
。

　

指
定
検
査
機
関
が
委
嘱
し
た
検

査
補
助
員（
検
査
補
助
員
証
を
携

帯
）が
採
水
に
お
伺
い
し
た
際
に

は
、
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

指
定
検
査
機
関

　

福
島
県
内
で
は
、「
社
団
法
人

福
島
県
浄
化
槽
協
会
」が
指
定
検

査
機
関
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ご
家
庭
で
浄
化
槽
を

 

お
使
い
の
皆
様
へ

「
法
定
検
査
」を

 

ご
存
じ
で
す
か
？

※
１

　

平
成
十
七
年
四
月
よ
り
、
十
人

槽
以
下
の
合
併
処
理
浄
化
槽（
ト
イ

レ
の
汚
水
と
台
所
・
洗
濯
排
水
等

を
併
せ
て
処
理
す
る
浄
化
槽
）に
お

い
て
、
毎
年
一
回
定
期
的
に
行
う

十
一
条
検
査
の
実
施
項
目
に
、
浄

化
槽
の
放
流
水
に
つ
い
て
行
う「
Ｂ

Ｏ
Ｄ
測
定
」が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

Ｂ
Ｏ
Ｄ（
生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量
）

　

有
機
物
に
よ
る
水
の
汚
れ
の
度

合
い
を
示
す
指
標
の
一
つ
で
、
値

が
低
い
ほ
ど「
き
れ
い
」と
評
価
さ

れ
ま
す
。

十
一
条
検
査
の
申
し
込
み
方
法
と
料
金

　

指
定
検
査
機
関
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
維
持
管
理
契

約
を
し
て
い
る
保
守
点
検
業
者
を

通
じ
て
申
し
込
み
を
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

　

検
査
料
金
六
千
円（
非
課
税
）

◎
問
い
合
わ
せ
…

・
社
団
法
人
福
島
県
浄
化
槽
協
会

浄
化
槽
検
査
委
員
会
福
島
支
所

　

�
0
2
4（
5
3
1
）1
7
6
6

・
生
活
環
境
課
環
境
衛
生
係
ま
た

は
各
支
所
市
民
生
活
課
生
活
係

児
童
手
当
制
度
の
ご
案
内

　

児
童
手
当
は
、
出
生
、
転
入
等

に
よ
り
新
た
に
受
給
資
格
が
生
じ

た
場
合
、「
認
定
請
求
書
」の
提
出

が
必
要
で
す
。

　

児
童
手
当
は
、
認
定
請
求
を
し

た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分
か
ら
、

支
給
事
由
の
消
滅
し
た
日
の
属
す

る
月
分
ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。
た

だ
し
、
所
得
が
一
定
額
以
上
の
場

合
に
は
、
所
得
制
限
に
よ
り
手
当

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

〜
手
当
を
受
け
て
い
る
方
へ
〜

　

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は
、

毎
年
六
月
中
に「
児
童
手
当
等
現

況
届
」を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。（
平
成
十
八
年
の
制
度

改
正
に
伴
い
認
定
さ
れ
た
方
は
、

提
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

　

こ
の
届
の
提
出
が
な
い
と
六
月

以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
。
現
在
受
給
さ
れ
て
い
る

方
に
は
現
況
届
の
用
紙
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
必
要
書
類
を
添
付
し
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

福
祉
課
児
童
福
祉
係
ま
た
は

　

各
支
所
保
健
福
祉
課
福
祉
係

平成１７年度　情報公開運用状況
　二本松市公文書公開条例第３５条の規定に基づき、平成１７年
度の運用状況を次のとおり公表いたします。

■請求件数　３件　　■公開件数　２件

平成１７年度　個人情報保護運用状況
　二本松市個人情報保護条例第５２条の規定に基づき、平成１７
年度の運用状況を次のとおり公表いたします。
　　■開示請求件数　０件　　　■訂正請求件数　０件
　　■利用停止請求件数　０件
 （人事行政課行政係）

　難聴者・中途失聴者は、障害が外から分かりにくいの
で、日常生活の上で人知れぬ苦労をしています。
　二本松市では市役所、各支所、各住民センターなどの
窓口に「耳マーク」を掲示し、難聴者の方が気軽に利用で
きる環境を整え、人にやさしい応対に努めることといた
しました。

市役所の窓口に
「耳マーク」を掲示しました

耳マークとは？
　話は普通にできても、聞くこ
とが難しいため、まわりの人か
ら誤解を受けたり、危険な目に
あうことがあります。また「耳
が不自由だから書いてくださ
い」と言うのも勇気がいります。
社会生活の中で「聞こえない。
聞こえにくい。」ことが相手にわ
かれば、かなり解消することが
できます。そのため、目の不自
由な人の「白い杖」などと同様、
耳が不自由であることを示すた
めに「耳マーク」が考えられまし
た。マークは、耳に音が入って
くる様子を矢印で示し、一心に
聞き取ろうとする姿を表してい
ます。
　詳しくは、社団法人　全日本
難聴者・中途失聴者団体連合会
ホームページを参照ください。

聞こえない方、聞こえにくい方
はお気軽にお申し出ください。

『耳マーク』

◎問い合わせ…市民課市民窓口係

※
２

※
２
合
併
処
理
浄
化
槽
の
場
合
、

「
B
O
D
測
定
」が
導
入
さ
れ
て

い
ま
す
。
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▲平成17年度市民の翼中学生派遣団　

国際交流都市を�
　　　　　目指して�
～JICA隊員からの手紙～�

国際交流都市を�
　　　　　目指して�

青年海外協力隊二本松訓練所で訓練を終え、任地（ケニア）に派遣されて
いる佐々木利佳さんからお手紙がきましたので、ご紹介いたします。

市長さんと市民のみなさんへ
　大好きな二本松のみなさん、お元気です
か？私はちょうど２年前の２００４年４月
～７月に協力隊訓練候補生として二本松に
滞在させていただきました。今は、青年海
外協力隊として、ケニアの学校で陶磁器を
教えています。その節は大変お世話になり
ました。
　４月になると、いつも二本松を思い出し
ます。二本松は、とてもよいところでした。
美しい自然。私がいた４月から７月にかけ
ては、いろいろな花が次々と咲きました。
ケニアにいる今も、時々二本松の美しい景
色を思い出します。とても懐かしいです。
二本松には、また今年も新しい訓練候補生

がたくさん全国各地から集まって来ている
のでしょうね。
　ケニアの４月は、雨期に入り始めます。
これまで茶色く枯れていた草や木が
パァーっと緑に変わる季節です。ケニアの
自然もとても美しいですよ。是非いらして
ください。
　それでは、いろいろとありがとうござい
ました。

 ２００６年４月

 青年海外協力隊　ケニア　陶磁器
 佐々木　利佳

～二本松市の国際交流～

　本市では、学校教育や文化活動などを通じて、

国際理解や語学の教育を充実すると共に、市民レ

ベルでの交流の機会を拡充し、国際交流拠点都市

づくりを目指しています。

　また、霞ヶ城址に残る戒石銘碑を縁として中華

人民共和国湖北省京山県および、朝河貫一博士ゆ

かりのアメリカ合衆国ニューハンプシャー州ハ

ノーバー町とそれぞれ友好都市の締結をし、中学

生の派遣事業や受入れ事業など、さまざまな交流

を実施しています。

　今年度は、７月

２８日�～８月４日

�まで、市内７つ

の中学校から中学

２年生１０名をハ

ノーバー町等へ派

遣の予定です。

～にほんまつ地球市民の会～

　本会は、二本松市にＪＩＣＡ二本松青年海外協

力隊訓練所が開所するのと同時に、一般市民の中

から誕生したボランティア団体で、二本松訓練所

および隊員候補生の活動支援や国際交流事業を実

施し、さまざまな形で、日本の国際貢献と地域の

国際化の進展、さらには、地球市民としての意識

の高揚を目的としている団体です。

　６月には、アセアン８ヶ国の青年２６名を受け入

れ、研修と交流を目的とした青年招へい事業を実

施いたします。

　本会に興味のあ

る方は、企画振興

課国際交流係まで

お問い合わせくだ

さい。

（�（２３）１１１１内線５４８）

▲

隊
員
宅
隣
家
の
子
供
た
ち
と

▲平成17年度青年招へい事業ベトナム青
年のウェルカムパーティ
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戦
国
時
代
末
期
、
東
北
地
方
南

部
の
制
覇
を
も
く
ろ
む
伊
達
政
宗

に
と
っ
て
、
畠
山
氏
の
居
城
二
本

松
城
を
含
め
た
安
達
地
方
の
主
要

な
城
を
攻
略
し
、
支
配
下
に
置
く

こ
と
が
絶
対
条
件
で
し
た
。
東
安

達
の
岩
代
・
東
和
地
区
に
あ
っ
た

諸
城
で
も
、
そ
の
攻
防
が
展
開
さ

れ
歴
史
の
舞
台
と
な
り
ま
し
た
。

― 
小
浜
城
と
政
宗 
―

　

小
浜
は
田
村
、
二
本
松
、
本
宮
、

相
馬
へ
の
街
道
交
通
の
要
所
で
、

中
世
に
は
多
く
の
山
城
が
築
か
れ
、

近
世
以
降
は「
小
浜
の
町
に
帯
買

い
に
…
…
」と
歌
に
う
た
わ
れ
る

ほ
ど
商
業
の
町
と
し
て
栄
え
て
い

ま
し
た
。

に
ほ
ん
ま
つ
の
城
あ
と
（
７
）�

〜
小
浜
城
・
伊
達
政
宗
の
安
達
郡
侵
攻
〜�

　

小
浜
城
は
、
岩
代
支
所
の
北
側

お
よ
び
東
側
一
帯
、
東
西
一
キ

ロ
・
南
北
三
百
メ
ー
ト
ル
の
範
囲

に
あ
り
、
標
高
三
百
メ
ー
ト
ル
の

山
頂
お
よ
び
尾
根
を
削
平
し
て
造

ら
れ
た
中
世
の
城
館
で
す
。
東
は

小
浜
川
、
北
と
西
は
移
川
、
南
は

谷（
字
藤
町
）と
堀
切（
堀
切
坂
）に

よ
っ
て
区
画
さ
れ
た
標
高
差
七
十

メ
ー
ト
ル
の
自
然
の
要
害
地
で
、

現
在
は
公
園
・
畑
地
・
山
林
な
ど

に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

文
明
三
年（
一
四
七
一
）、
若
狭

（
福
井
県
）小
浜
か
ら
移
住
し
、
塩

松
領（
東
安
達
郡
）を
支
配
し
て
い

た
石
橋
氏
の
家
臣
と
な
っ
た
大
内

晴
継
に
よ
り
築
城
さ
れ
、
地
形
が

非
常
に
似
て
い
た
た
め
小
浜
城
と

名
付
け
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

そ
の
後
、
永
禄
十
一
年（
一
五

六
八
）大
内
備
前
義
綱
は
百
目
木

城
主
の
石
川
弾
正
ら
と
主
君
石
橋

氏
を
滅
ぼ
し
、
石
川
氏
分
を
除
く

塩
松
領
を
手
中
に
収
め
ま
し
た
。

そ
し
て
、
天
正
十
一
年（
一
五
八

三
）そ
の
子
定
綱
は
会
津
の
芦
名

と
組
み
、
二
本
松
城
主
畠
山
義
継

の
援
護
を
得
て
、
田
村
氏
の
配
下

と
な
っ
た
石
川
氏
の
百
目
木
城
を

攻
め
、
落
と
す
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
も
の
の
、
来
襲
す
る
田
村

氏
軍
勢
に
対
し
常
に
優
位
に
立
ち
、

そ
の
力
を
内
外
に
示
し
ま
し
た
。

　

反
面
、
弱
小
領
主
で
あ
っ
た
大

内
定
綱
は
戦
国
の
世
を
渡
る
に
は

伊
達
・
芦
名
と
い
う
大
名
領
主
に

対
し
、
交
互
に
身
を
寄
せ
て
は
上

手
に
立
ち
振
る
舞
い
、
安
全
確
保

を
図
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

天
正
十
二
年
、
政
宗
の
家
督
相

続
祝
い
に
出
席
す
る
た
め
伊
達
氏

の
本
拠
地
で
あ
る
米
沢
に
出
向
い

た
定
綱
は
、
政
宗
に
従
属
す
る
こ

と
を
約
束
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

妻
子
ら
を
呼
ぶ
こ
と
を
口
実
に
小

浜
に
戻
っ
た
定
綱
は
、
再
三
に
わ

た
る
米
沢
へ
の
召
還
催
促
に
応
じ

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

約
束
を
破
ら
れ
怒
り
心
頭
に
達

し
た
政
宗
は
、
翌
年
八
月
二
十
四

日
か
ら
塩
松
侵
攻
を
開
始
し
、
小

浜
城
の
支
城
で
あ
る
小
手
森
城
を

は
じ
め
五
支
城
を
九
月
二
十
五
日

ま
で
に
次
々
と
落
と
し
、
い
よ
い

よ
小
浜
城
へ
と
攻
撃
の
手
を
差
し

向
け
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
定
綱

は
二
十
五
日
夜
の
う
ち
に
小
浜
城

を
抜
け
出
し
、
会
津
へ
と
逃
れ
、

芦
名
氏
に
身
を
寄
せ
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
。

　

小
浜
城
に
入
っ
た
政
宗
は「
下

館
」と
称
し
、
父
輝
宗
が
入
っ
た

宮
森
城
を「
上
館
」と
呼
び
、
二
本

松
城
攻
略
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

十
月
八
日
、
義
継
と
輝
宗
が
共

に
戦
死
し
た
粟
の
須
合
戦
を
き
っ

か
け
に
、
十
月
十
五
日
か
ら
翌
天

正
十
四
年
七
月
十
六
日
ま
で
二
本

松
城
ろ
う
城
戦
が
継
続
し
、
畠
山

氏
の
会
津
敗
走
で
決
着
し
ま
し
た
。

　

結
果
的
に
、
政
宗
は
約
一
年
間

の
小
浜
城
滞
在
を
終
え
て
米
沢
に

帰
還
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
後
は

四
年
間
が
伊
達
領
と
な
り
、
二
本

松
城
と
共
に
重
臣
が
城
代
と
し
て

支
配
し
て
い
ま
す
。

　

昭
和
五
十
六
年（
一
九
八
一
）、

小
浜
城
跡
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
本
丸
跡
か
ら
は
桁
行
二

十
三
・
五
メ
ー
ト
ル
、
梁
間
九

メ
ー
ト
ル
、
政
宗
の
殿
舎
と
見
ら

れ
る
壮
大
な
建
物
跡
が
発
見
さ
れ

て
い
ま
す
。
他
に
、
主
柱
四
本
の

物
見
櫓
も
発
見
さ
れ
、
直
線
距
離

で
約
五
キ
ロ
離
れ
た
二
本
松
城
本

丸
跡
で
発
見
さ
れ
た
物
見
櫓
と
を

考
え
合
わ
せ
る
と
、
互
い
が
常
に

見
張
っ
て
い
た
こ
と
が
想
像
で
き

ま
す
。

― 
小
浜
城
の
石
垣 
―

　

本
丸
入
口
お
よ
び
本
丸
跡
に
わ

ず
か
に
残
る
石
垣
は
、
大
変
貴
重

な
遺
産
で
す
。
政
宗
支
配
の
後
、

天
正
十
八（
一
五
九
〇
）・
十
九
年

に
豊
臣
秀
吉
が
断
行
し
た
奥
羽
仕

置
に
よ
っ
て
、
秀
吉
の
全
国
統
一

は
完
結
し
ま
し
た
。
小
浜
城
は
、

重
臣
で
会
津
領
主
で
あ
っ
た
蒲
生

氏
郷
の
支
配
下
と
な
り
、
城
の
整

備
が
行
わ
れ
、
本
丸
全
面
に
石
垣

が
築
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

明
治
三
十
九
年（
一
九
〇
六
）、

他
に
転
用
す
る
た
め
崩
さ
れ
、
搬

出
さ
れ
た
記
録
が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
残
存
石
垣
に
は
穴
太
積
み

に
よ
る
技
法
の
特
徴
が
み
ら
れ
、

古
式
石
垣
と
し
て
極
め
て
貴
重
で

あ
り
、
保
護
す
べ
き
文
化
財
・
史

跡
で
す
。

▲本丸入口の残存石垣

▲政宗の殿舎復元図
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　５月１４日、川俣町との境界に位置し、どっしりとした存在感のあ

る名山として知られる口太山の山開きが、地元の針道振興会主催・

川俣町大綱木自治会共催により、約４００人の登山愛好者が家族連れ

等で参加し盛大に開催されました。

　当日は雲の多い空模様でしたが、時折青空も見えて日差しがふりそ

そぐ中、三保市長も登山者に混じり山頂を訪れました。山頂には川俣

町の古川町長も登頂し隣接する自治体間での交流も深められました。

　式典後は抽選会が行われ、当選者には景品が配られたほか、下山

後は夏無沼キャンプ場で豚汁が振る舞われるなど、主催者が準備し

た心のこもったもてなしが、参加者から大いに喜ばれていました。

口口口口口口口口口口口口口口口太太太太太太太太太太太太太太太山山山山山山山山山山山山山山山（（（（（（（（（（（（（（（標標標標標標標標標標標標標標標高高高高高高高高高高高高高高高８８８８８８８８８８８８８８８４４４４４４４４４４４４４４４２２２２２２２２２２２２２２２...............６６６６６６６６６６６６６６６ｍｍｍｍｍｍｍｍｍｍｍｍｍｍｍ）））））））））））））））ででででででででででででででで山山山山山山山山山山山山山山山開開開開開開開開開開開開開開開ききききききききききききききき

　５月１４日早朝、恒例の市民探鳥会が市内二伊滝地内のふれ

あいの森公園で開催され、親子連れの参加者ら約１００人が参

加しました。

　最初に探鳥会のマナーの説明を受けた参加者は、日本野鳥

の会二本松支部の講師の方々に案内を受けながら、５つの

コースに別れて新緑の公園内を進みました。

　参加者は、時おり聞こえる鳥のさえずりに耳を澄まして、

一生懸命にその姿を追っていました。

　探鳥終了後、愛鳥教室が行われ、観測された２３種類の野鳥

が報告されました。

　爽やかな朝爽やかな朝 
 市民探鳥会開催市民探鳥会開催　

桜満開のカントリーパークで桜満開のカントリーパークで
ゲートボール大会ゲートボール大会

　安達地方ゲートボール協会連合会（会長 渡辺馨）

主催による、第２３回安達地方ゲートボール大会が

４月２５日、「カントリーパークとうわ」で桜が満開

に咲き誇る中開催されました。

　安達地方４市町村より４８チームが参加し熱戦が

繰り広げられ、晴天の下日ごろ磨いた技術を遺憾

なく発揮されていました。
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　春の恒例行事「二本柳宿祭り」が４月１６日賑やかに開催されました。

旧安達町の二本柳地区は旧奥州街道の宿場町として栄えた地区で、

地元町内会、若連会が中心となり、宿場町の賑わいを取りもどそう

と毎年お祭りを開催しています。

　当日は、円東寺境内で寺島若連会長、上田町内会長があいさつの

後、三保市長から来賓祝辞がありました。イベントでは、もちつき

や、地元文化団体の芸能発表の他、こどもみこしが地区内をねり歩

き、訪れた人達は春の一日を楽しんでいました。

二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二 本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本 柳柳柳柳柳柳柳柳柳柳柳柳柳柳柳柳柳柳柳柳柳柳柳柳柳柳柳柳柳 宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿 祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭 りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり 開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開 催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催二 本 柳 宿 祭 り 開 催
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本柳柳柳柳柳柳柳柳柳柳柳柳柳柳柳柳柳柳柳柳柳柳柳柳柳柳柳柳柳地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～安達地域二本柳地区～

第第第第第第第第第第第第第第　第333333333333335555555555555535回回回回回回回回回回回回回回回 
 日日日日日日日日日日日日日日本本本本本本本本本本本本本本農農農農農農農農農農農農農農業業業業業業業業業業業業業業賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞（（（（（（（（（（（（（（福福福福福福福福福福福福福福島島島島島島島島島島島島島島県県県県県県県県県県県県県県代代代代代代代代代代代代代代表表表表表表表表表表表表表表））））））））））））））受受受受受受受受受受受受受受賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞日本農業賞（福島県代表）受賞
　有限会社エム牧場（代表取締役社長村田淳さん）が、第３５

回日本農業賞（個別経営の部・福島県代表）に輝きました。

　エム牧場は、黒毛和牛を繁殖から肥育まで一貫生産する

農業法人です。社長の村田さんが考案した繁殖牛管理と哺

育育成のプログラムにより、徹底した低コスト経営で実績

をあげている点が評価されました。

　現在は肥育牛と繁殖牛合わせて５９５頭を飼養しています

が、今後もさらに肥育規模の拡大を進めて、千頭を目標に

取り組んでいきたいとのことです。

　４月２４日、高橋美貴江選手（十六銀行・市内平

石高田出身）が、１月に開催された卓球の平成１７

年度全日本選手権大会女子ダブルス優勝の報告に、

渡邊教育長を訪問しました。当日は、高橋選手が

かつて指導を受けていた、県卓球協会名誉会長・

三浦勝美さん、市卓球協会長・大藤務さんも同席

しました。

　昨年の同選手権大会女子シングルス・ベスト８

に続く快挙で、今後益々の活躍が期待されます。

高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手高橋美貴江選手

卓卓卓卓卓卓卓卓卓卓卓卓卓卓卓卓卓卓卓卓球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権卓球・全日本選手権　　　　
ダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルススススススススススススススススススススでででででででででででででででででででで優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝　　　　　ダブルスで優勝
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就学前のお子さんを誕生月にご紹介いたします。
掲載を希望される方は、誕生月の５日までに写真と
コメントをお寄せください。
（秘書広報課広報広聴係）

学
校
の
概
要
は
？

・
全
校
児
童
数
は
、
１
５
７
人

・
ク
ラ
ス
数　
　
　

７
ク
ラ
ス

・
旧
四
号
線
沿
い
の
小
高
い
丘
の

上
に
あ
り
、
た
く
さ
ん
の
桜
の

木
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
学
校
で
す
か
？

▼
品
竹
く
ん

　

一
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
の
縦

割
り
班
で
掃
除
を
し
て
い
る
の
で
、

み
ん
な
と
て
も
仲
良
し
で
す
。

▼
齋
藤
さ
ん

　

た
く
さ
ん
の
桜
の
木
が
あ
り
、

春
は
観
桜
会
で
お
年
寄
り
と
ふ
れ

あ
い
、
夏
は
と
て
も
涼
し
く
、
す

ご
く
季
節
感
が
あ
り
ま
す
。

学
校
の
自
慢
で
き
る
と
こ
ろ
を
紹

介
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
品
竹
く
ん

　

豊
作
を
祝
う
、「
豊
年
太
鼓
」と

い
う
三
百
五
十
年
続
く
伝
承
太
鼓

が
あ
り
ま
す
。
毎
年
五
年
生
は
六

年
生
か
ら
習
い
、
学
習
発
表
会
で

演
奏
し
て
い
ま
す
。

▼
齋
藤
さ
ん

　

み
ん
な
思
い
や
り
が
あ
っ
て
、

仲
が
い
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
り
、

休
み
時
間
は
サ
ッ
カ
ー
や
一
輪
車

を
し
た
り
し
て
遊
ん
で
い
ま
す
。

渋
川
小
学
校

 紹介者

齋
藤
ち
ひ
ろ
さ
ん（
六
年
）

品
竹　

亮
佑
く
ん（
六
年
）

（第３回）

 野  地 　   寿 くん
の ち ひさし

平成１５年６月生（太田）

母：よし子さん

ご両親から一言：元気に明るい

子供に育ってね。

 鴫原    陸  斗 くん
しぎはら りく と

平成１４年６月生（針道）

父：信成さん　母：良美さん

ご両親から一言：元気いっぱい

にすくすくと育ってください。

 三  浦    真  生 くん
み うら ま お

平成１４年６月生（下長折）

父：聡さん　母：順子さん

ご両親から一言：毎日お姉ちゃ

んと遊んだり、けんかしたり…。元気

いっぱいの真生くんが大好きです。

 青  木    愛  美 さん
あお き まな み

平成１４年６月生（太田）

父：剛さん　母：和恵さん

ご両親から一言：今年は保育園に

通ったり弟ができるけれど、いつまで

も明るく元気ですなおに育ってね！
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学
校
の
概
要
は
？

・
全
校
児
童
数
は
、
３
１
４
人

・
ク
ラ
ス
数　
　
　
　

ク
ラ
ス

１３

・
明
治
六
年
創
立
の
学
校
で
、
杉

田
駅
と
杉
田
川
の
ち
ょ
う
ど
真

ん
中
に
あ
り
ま
す
。

ど
ん
な
学
校
で
す
か
？

▼
安
斎
く
ん

　

学
校
の
近
く
に
杉
田
川
と
い
う

き
れ
い
な
川
が
流
れ
て
い
ま
す
。

校
庭
が
広
く
休
み
時
間
は
み
ん
な

仲
良
く
校
庭
で
遊
び
ま
す
。
校
庭

に
は
た
く
さ
ん
の
桜
の
木
が
あ
り
、

花
壇
に
も
た
く
さ
ん
の
花
が
咲
い

て
い
ま
す
。

▼
三
浦
さ
ん

　

学
校
の
み
ん
な
は
元
気
い
っ
ぱ

い
で
す
。
学
校
の
周
り
に
は
自
然

が
い
っ
ぱ
い
で
、
授
業
で
は
田
植

え
な
ど
を
し
て
い
ろ
ん
な
こ
と
を

学
ん
で
い
ま
す
。

学
校
の
自
慢
で
き
る
と
こ
ろ
を
紹

介
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
安
斎
く
ん

　

安
心
し
た
下
校
が
で
き
る
よ
う

地
域
の
人
が
見
守
っ
て
く
れ
て
い

ま
す
。

　

ク
ラ
ス
毎
に
決
め
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
時
間
に
、
学
校
周

辺
の
清
掃
活
動
を
や
っ
て
い
ま
す
。

▼
三
浦
さ
ん

　

学
校
近
く
の
田
ん
ぼ
で
、
五
・

六
年
生
が
お
米
を
作
っ
て
、
そ
の

お
米
で「
餅
つ
き
集
会
」を
開
き
、

お
餅
を
つ
い
て
み
ん
な
で
楽
し
く

食
べ
て
い
ま
す
。

杉
田
小
学
校

 紹介者

三
浦　

彩
花
さ
ん（
六
年
）

安
齋　

南
樹
く
ん（
六
年
）

リ
レ
ー
ト
ー
ク

リ
レ
ー
ト
ー
ク�
リ
レ
ー
ト
ー
ク�

第
三
回�

澤田　美幸さん（24歳）
市内成田在住

　

私
は
、
油
井
に
あ
る『L
ife
sty
le

工
房

安
斎
建
設
工
業
』で
働
い
て
い
ま
す
。

建
設
会
社
で
の
仕
事
に
始
め
は
戸
惑
っ
て
い

ま
し
た
が
、
素
敵
な
デ
ザ
イ
ン
、
家
づ
く
り

に
共
感
し
、
ま
た
、
心
温
か
い
人
た
ち
の
中

で
毎
日
楽
し
く
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
最
近

で
は
、
会
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
私
が
作
る

よ
う
に
な
り
、
と
て
も
や
り
が
い
を
感
じ
て

い
ま
す
。

　

こ
こ
の
会
社
に
は
社
長
の
愛
犬
パ
グ
が
５

匹
い
て
、
仕
事
の
合
間
に
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、

お
散
歩
に
も
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
パ
グ

た
ち
に
は
い
つ
も
癒
さ
れ
て
い
ま
す
。
将
来
、

私
も
犬
を
飼
い
た
い
な
と
思
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

最
近
、
家
族
や
友
人
た
ち
な
ど
に
対
し
て

感
謝
す
る
よ
う
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
時
、「
私
は
み
ん
な
に
支
え
ら
れ
て
い

る
ん
だ
な
」と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

支
え
て
く
れ
た
人
た
ち
に
は
本
当
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
目
標
と
し
て
、
私
も
大
切
な

人
た
ち
を
支
え
て
あ
げ
れ
る
よ
う
に
、
強
く

て
心
温
か
い
人
に
な
っ
て
い
け
た
ら
い
い
な

と
思
い
ま
す
。

新「
二
本
松
市
」の
未
来
を
担
う
若
い
皆
さ
ん
に
登
場
い
た
だ
く
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

ラ
イ
フ　

ス
タ
イ
ル
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大
腸
が
ん
予
防
教
室

 

受
講
生
募
集　

　

近
年
増
加
し
つ
つ
あ
る
大
腸
が

ん
は
、
将
来
が
ん
患
者
数
の
１
位

を
占
め
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
大
腸
が
ん
は
早
い
時

期
に
発
見
す
れ
ば
、
内
視
鏡
的
切

除
や
外
科
療
法
に
よ
っ
て
完
全
に

治
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
大
腸
が
ん
の
予
防
方

法
や
早
期
発
見
の
方
法
に
つ
い
て
、

専
門
医
師
を
招
き
教
室
を
開
催
し

ま
す
。
ご
都
合
の
良
い
日
程
の
教

室
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
二
本
松
会
場

・
日
時　

６
月　

日（
金
）

３０

　
　
　
　

午
後
１
時　

分
か
ら

３０

・
会
場　

二
本
松
保
健
セ
ン
タ
ー

・
講
師　

円
谷　

博
医
師

　
　
　
　
（
枡
記
念
病
院
）

・
申
込
方
法　

健
康
増
進
課
保
健

指
導
係
へ
電
話
で
申
し
込
む

◆
東
和
会
場

・
日
時　

７
月　

日（
木
）

１３

　
　
　
　

午
後
１
時　

分
か
ら

２０

・
会
場　

東
和
保
健
セ
ン
タ
ー

・
講
師　

木
住
野　

耕
一
医
師

　
　
　
　
（
東
和
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

・
申
込
方
法　

東
和
支
所
保
健
福

祉
課
保
健
係
へ
電
話
で
申
し

込
む

　
３
歳
児
健
診
の
会
場
で

　
「
岩
代
で
健
診
受
け
た
か
っ

た
。
だ
っ
て
、
岩
代
か
ら
安
達

保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
は
遠
く
て
、

来
た
く
な
か
っ
た
ん
だ
。
で
も
、

私
ま
で
膝
枕
で
歯
を
磨
い
て
も

ら
っ
て
、
そ
れ
が
い
い
気
持
ち

で
眠
く
な
っ
ち
ま
っ
た
よ
。
今

日
は
孫
と
来
て
よ
か
っ
た
。
あ

り
が
と
な
い
。」

　

こ
れ
は
、
健
康
推
進
員（
旧

東
和
町
口
の
相
談
員
）に
あ
ぐ

ら
の
な
か
で
歯
も
み
体
験
さ
れ

た
祖
母
の
声
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
体
験
を
通
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
、
口
の
健
康
に
み

ん
な
で
か
か
わ
り
合
い
な
が
ら
、

そ
の
ま
な
ざ
し
の
中
で
子
供
た

ち
が
育
つ
二
本
松
に
し
て
ゆ
き

ま
し
ょ
う
。

「
歯
も
み
」は
こ
の
よ
う
に

イ　

歯
ブ
ラ
シ
に
は
、
歯
み
が

き
粉
は
つ
け
ず
に
口
の
中
へ

い
れ
ま
す
。

育　児　教　室

（岩代地区） ◎問い合わせ…小浜保育所　�（55）2124
会場日時（受付時間）行事名

子育て支援
センター

９：３０～
　１１：３０

１日、５日、８日、
１２日、１５日、１９日、
２２日、２６日、２９日

すくすくサークル
（月・木曜）

（東和地区） ◎問い合わせ…保健福祉課　�（66）2500
会場日時（受付時間）行事名

東和保健センター１０：００～７日�、２１日�育児サークル

（二本松地区） ◎問い合わせ…子育て支援センター　�（23）0415
摘要会場日時（受付時間）行事名

２歳児からの
親子対象

子育て支援
センター
（二本松保健
センター２階）

９：４５～
　１１：３０

７日、１４日、
２８日

育児のひろば
（毎水曜）

０歳・１歳児
親子対象

１０：１５～
　１１：３０

９日、１６日、
２３日

親子教室
（毎金曜）

２歳児からの
親子対象
（読み聞かせ講座）

９：４５～
　１１：３０２１日�育児講座

（安達地区） ◎問い合わせ…保健福祉課　�（23）9076
摘要会場日時（受付時間）行事名

年齢制限なし
（保護者同伴）

安達保健福祉
センター

１０：００～
　１１：３０

１日、１５日、
２２日

育児クラブ
（毎木曜）

健　康　相　談
内　　容受付時間場　　　所実施日

保健相談･栄養相談

９：００～　　
　　　１１：００

二本松保健センター

６月５日�
保健相談

安達保健福祉センター

岩代保健センター

東和保健センター

保健相談･歯科相談二本松保健センター

６月１９日�
保健相談

安達保健福祉センター

岩代保健センター

東和保健センター

※旧二本松市で実施していた住民センター・地区集会所での定例健康相談は、
保健センターのみでの実施となります。

ロ　

歯
ブ
ラ
シ
の
毛
先
は
、
出

血
さ
せ
な
い
よ
う
に
、
や
さ

し
く
も
む
こ
と
を
心
が
け
ま

す
。

ハ　

決
し
て
痛
く
な
い
よ
う
に
、

や
さ
し
く
振
動
さ
せ
ま
す
。

ニ　

歯
と
歯
の
間
、
歯
と
歯
ぐ

き
の
境
目
な
ど
、
な
か
な
か

毛
先
が
届
か
な
い
と
こ
ろ
に
、

や
さ
し
い
振
動
が
い
き
わ
た

る
よ
う
に
す
る
。

ホ　

し
ぶ
き
が
飛
ん
だ
り
、
ゴ

シ
ゴ
シ
音
が
し
な
い
よ
う
に

す
る
。

ヘ　

歯
ブ
ラ
シ
の
毛
は
、
や
わ

ら
か
く
多
く
て
も
３
列
ま
で

で
、
毛
の
マ
バ
ラ
な
歯
ブ
ラ

シ
を
使
う
。

家
族
ぐ
る
み
地
域
ぐ
る
み
で
。
子
供
の
歯（
口
）へ
の
お
手
伝
い
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休日当番医

休日緊急歯科当番医

６月４日

�（22）８４２２市 内 油 井と う の す 歯 科 医 院

　　１１日

�（22）０３９７市 内 榎 戸あ だ た ら 歯 科 医 院

　　１８日

�（５５）２２８６市 内 小 浜和田歯科クリニック

　　２５日

�（22）２８８３市 内 竹 田佐 藤 歯 科 医 院

７月２日

�（22）８５００市内藤之前岩 崎 歯 科 医 院

▽診療時間／（９：００～１７：００）
　岩代（◎印）、東和（○印）の医療機関は正午まで
　ただし★印の医療機関は１７：００まで
＊印は、診療科目に小児科の表示がある医療機関

▽診療時間／（１０：００～１６：００）

（注意）休日緊急歯科当番医は、緊急な場合の応急処置的な治療を目的に開設
しています。緊急を要しない場合や高度な治療を必要とする場合は、通常の
開業時間に受診ください。

６月４日

�（２２）９２５５市 内 表�医 ダザイ胃腸科内科医院
�（２３）２６２７市 内 油 井�医 菊慈会きくち整形外科
�（５６）２４６１市内百目木（◎）岩 代 国 保 診 療 所
�（３３）５８６６本宮町字荒町�医 上遠野内科医院＊

　　１１日

�（２２）００３５市 内 松 岡�医 土川産婦人科医院＊
�（２２）５６３６市 内 油 井�医 高 橋 内 科 医 院
�（４６）２３２１市内木幡（○）小 泉 医 院
�（３４）４１００本宮町字仲町池 田 眼 科 医 院

　　１８日

�（２２）００３６市 内 若 宮�医 静心会　 斎藤医院
�（２２）２８２８市 内 本 町�医 辰 星 会　 枡 病 院
�（６６）２１２２市内針道（○★）�医 博愛会　東和クリニック＊
�（３３）１０８８本宮町字仲町�医 国分整形外科医院

　　２５日

�（２２）３２１５市 内 郭 内�医 森 小 児 科 医 院 ＊
�（６２）２５２０市 内 油 井�医 し か の 眼 科
�（５５）２３０３市内小浜（◎）和 田 医 院
�（３３）３７１１本宮町字万世今野外科整形外科医院

７月２日

�（２３）１２３１市内成田町社会保険二本松病院
�（２４）２０２４市 内 苗 松春山あだたら診療所
�（５６）２４６１市内百目木（◎）岩 代 国 保 診 療 所
�（３３）２７２１本宮町字南町裡�医 慈久会　 谷病院＊

母　親　教　室
対 象 者 ： 妊娠５か月以降で体調のよい方。

※歯科・離乳食の時は、子育て中のお母さんもご参加
　ください。

場　　所 ： 安達保健福祉センター
時　　間 ： 受付１３：００～１３：３０　終了１６：００
申し込み ： 実施日の２日前までにお申し込みください。
※お子さんと一緒の参加も可能です。予約時にご相談ください。

準備物など内　　　　容実施日

母子健康手帳
エプロン・三角巾

妊娠中のお勧め料理
貧血予防・低カロリーでバランス
のとれた食事

６月２７日�

母子健康手帳
動きやすい服装

マタニティヨガ
肩こり・腰痛予防、リラックス７月２５日�

母子健康手帳
エプロン・三角巾

簡単でおいしい離乳食
（準備期・初期メニュー）８月９日�

◎問い合わせ…健康増進課保健指導係　�（２３）１１１１
安達支所保健福祉課保健係　�（２３）９０７６
岩代支所保健福祉課保健係　�（６５）２８２０
東和支所保健福祉課保健係　�（６６）２４９８

　乳 幼 児 健 康 診 査
　対象地区以外の会場で受けることもできますが、対象地区の保健セ
ンターへ事前に連絡してください。

４か月児健康診査
対象地区受付時間場　　所期　日該当者

二本松１３：００～１４：００二本松保健
センター６月２０日�

１８年２月生
安達・岩代・
東和１２：４５～１３：４５安達保健

福祉センター６月６日�

１歳６か月児健康診査
対象地区受付時間場　　所期　日該当者

二本松１３：００～１４：００二本松保健
センター６月１９日�

１６年１１月生
安達・岩代・
東和１２：４５～１３：４５安達保健

福祉センター６月８日�

３歳児健康診査
対象地区受付時間場　　所期　日該当者

二本松１３：００～１４：００二本松保健
センター６月２１日�

１５年２月生
安達・岩代・
東和１２：４５～１３：４５安達保健

福祉センター６月１３日�

２歳児健康相談　（保健センターにより開催回数が違います。）
対象地区受付時間場　　所期　日該当者

二本松９：００～１０：００二本松保健
センター６月２２日�１６年３月生

岩代１２：３０～１３：００岩代保健
センター６月１５日�１６年３月　

　～５月生

（各保健センター予定　二本松：毎月、安達：４・７・１０・１月、
岩代：６・９・１２・３月、東和：５・８・１１・２月に開催）

　健康相談は各保健センターで実施します。対象地区以外での相談
を希望する場合は、対象地区の保健センターへ事前に連絡をしてく
ださい。

７か月児・１歳児健康相談
対象地区受付時間場　　所期　日該当者

二本松９：００～１０：００二本松保健
センター６月２０日�

１７年
５月・
１１月生

安　達
８：４０～９：００１７年５月生安達保健

福祉センター６月６日�
９：００～９：２０ 〃 １１月生

岩　代
８：４０～９：００１７年５月生岩代保健

センター６月１５日�
９：００～９：２０ 〃 １１月生

東　和
８：４０～９：００１７年５月生東和保健

センター６月１４日�
９：００～９：２０ 〃 １１月生

　乳 幼 児 健 康 相 談
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��
こ
こ
ろ
の
健
康

こ
こ
ろ
の
健
康
��に
目
を
向
け
て

〜
ご
存
知
で
す
か
？　

こ
こ
ろ
の
病
気�
う
つ
病
�の
こ
と
〜

　

毎
日
の
生
活
を
快
適
に
過
ご
す
た
め
に
は
、
体
の
健
康
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、「
こ
こ
ろ
の
健
康
」も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
常
に
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
、

こ
こ
ろ
の
病
気（
う
つ
病
な
ど
）に
か
か
り
や
す
い
状
況
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
「
疲
れ
た
な
」と
感
じ
た
時
、
ち
ょ
っ
と
ひ
と
休
み
し
て「
こ
こ
ろ

の
健
康
」に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

う
つ
病
と

 

自
殺
者
と
の
関
係　
　

　

み
な
さ
ん
は
う
つ
病
と
い
う
病

気
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

う
つ
病
は
自
殺
と
関
係
が
あ
り

ま
す
が
、
二
本
松
市
で
は
、
毎
年

十
五
人
か
ら
二
十
人
の
方
が
自
殺

で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
平
成
十
一
年
か
ら
十
五

年
の
自
殺
死
亡
率（
平
均
値
）は
、

二
十
五
・
五（
人
口
十
万
人
対
）と

な
っ
て
お
り
、
県
北
管
内
と
比
較

す
る
と
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
般
的
に
自
殺
の
背
景
に
は
、

こ
こ
ろ
の
病
気
が
あ
り
、
自
殺
者

の
う
ち
七
割
以
上
は「
う
つ
病
」を

有
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
最
近
の
国
内
調
査
で
は

こ
れ
ま
で
に
う
つ
病
を
経
験
し
た

人
は
約
十
五
人
に
一
人
、
過
去
一

年
間
に
は
約
五
十
人
に
一
人
が
経

験
し
て
い
る
と
い
う
結
果
が
出
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
う
つ
病
に
か
か
っ
て

い
る
人
の
四
分
の
一
程
度
が
病
院

を
受
診
し
て
い
ま
す
が
、
残
り
の

�
�

�
�

四
分
の
三
は
、
病
状
で
悩
ん
で
い

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

て
も
病
気
で
あ
る
と
気
づ
か
な

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

か
っ
た
り
、
医
療
を
受
け
ず
に
い

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

る
状
況
で
す
。

�
�

�
�
�
�
�

こ
こ
ろ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

　

最
近
の
日
本
で
は
、
四
十
歳

代
・
五
十
歳
代
の
自
殺
が
多
い
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
本
市（
旧

安
達
町
）で
は
、
働
き
盛
り
世
代

の
こ
こ
ろ
の
健
康
に
注
目
し
、
平

成
十
七
年
十
一
月
、
安
達
支
所
管

内
の
四
十
歳
か
ら
五
十
九
歳
の
方

を
対
象
と
し
た『
こ
こ
ろ
の
健
康

調
査
』を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
項
目
は
、
厚
生

科
学
研
究
費
補
助
金
保
健
福
祉
総

合
研
究
事
業「
う
つ
状
態
の
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
と
そ
の
転
機
と
し
て

自殺死亡率（人口10万人対）※過去5年間の平均値�

28�

26�

24�

22�

20
全国� 福島県� 県北管内�（新）二本松市�

24.34
25.46 25.58

22.76

の
自
殺
の
予
防
シ
ス
テ
ム
構
築
に

関
す
る
研
究
」報
告
書
か
ら
の
も

の
を
使
用
し
ま
し
た
。

●対 象 者：４０～５９歳までの男女それぞれ２割の方を無作

為に抽出した６６１人。

●調査方法：留め置き調査（保健協力員による配布・回収）

●調査期間：平成１７年１１月４日～１１月１３日

●回収結果：６６１人中５１１人回収（回収率：７７.３％）

　　　　　　有効回答数５０６人(有効回答率：７６.６％)

●協力体制：県北保健福祉事務所と旧安達町と

　　　　　　保健協力員共同で実施。0%　　20%　　 40%　　 60%　　 80%　　100%

男�

女�

心の健康度チェック結果�

うつ傾向あり　　うつ傾向なし�

30.2% 69.8%

37.5% 62.5%

ご利用ください！相談業務を�
平日PM６：００までオープン�

※一部店舗はPM5：00までとなっております。�

まつしんの環境に配慮した金融商品のご紹介・・・・・�

ISO14001認証取得�

投資信託�
住宅ローン�
投資信託�
住宅ローン�

対象ファンド：環境対策に積極的に取組んでいる優良
企業に投資する「損保ジャパン・グリーン・オープン」�

省エネ住宅設備を施すと、特別金利で住宅ローンが
ご利用いただけます。金利優遇キャンペーン実施中！�

投資信託�
住宅ローン�

ご利用ください！相談業務を�
平日PM６：００までオープン�
ご利用ください！相談業務を�
平日PM６：００までオープン�

登録番号：EC04J0108��
二本松信用金庫本部･金色支店�
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こ
こ
ろ
の
健
康
度
自
己
評
価
で

は
、
約
三
人
に
一
人
は
こ
こ
ろ
が

疲
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
「
う
つ
傾
向
あ
り
」の
方
が
す
べ

て
う
つ
病
に
な
る
と
は
限
り
ま
せ

ん
が
、
そ
の
段
階
で
早
め
に
対
処

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

家
庭
や
職
場
の
人
間
関
係
で

 

ス
ト
レ
ス

　

家
族
の
誰
か
の
こ
と
で
イ
ラ
イ

ラ
し
た
り
嫌
な
気
持
ち
に
な
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、「
よ
く
あ
る
」

「
と
き
ど
き
あ
る
」を
含
め
る
と
、

女
性
は
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
、

男
性
は
約
三
十
パ
ー
セ
ン
ト
が
不

快
な
気
持
ち
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

仕
事
を
し
て
い
て
ス
ト
レ
ス
を

感
じ
る
こ
と
が「
よ
く
あ
る
」の
は
、

有
職
者
の
多
い
男
性
の
ほ
う
が
多

く
、「
た
ま
に
あ
る
」を
含
め
る
と

約
八
割
の
方
が
ス
ト
レ
ス
を
感
じ

て
い
ま
す
。

　

ス
ト
レ
ス
に
は
良
い
働
き
も
あ

り
ま
す
が
、
た
め
す
ぎ
る
と
良
く

あ
り
ま
せ
ん
。
た
め
な
い
で
、
自

分
な
り
に
ス
ト
レ
ス
発
散
す
る
こ

と
が
大
事
に
な
っ
て
き
ま
す
。

心
の
重
荷
を
、
ち
ょ
っ
と
軽
く
軽
く

　

人
間
は
、「
こ
こ
ろ
＋
か
ら
だ
」

で
出
来
て
い
ま
す
。
こ
こ
ろ
と
体

は
と
て
も
深
く
関
係
し
て
い
ま
す

が
、�
こ
こ
ろ
の
健
康
�は
あ
ま
り

考
え
て
も
ら
え
な
い
こ
と
が
多
い

よ
う
で
す
。

実
態
調
査
の

 

結
果
か
ら

　

今
回
、
実
態
調
査
を
実
施
し
て
、

市
民
の
約
三
割
の
方
は
こ
こ
ろ
が

疲
れ
て
い
る
状
態
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
自
分
自
身
疲
れ

て
い
る
状
態
に
気
付
い
て
い
る
場

合
、
そ
う
で
な
い
場
合
、
周
囲
の

人
が
気
付
い
て
い
る
場
合
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
状
況
が
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
悩
み
は
誰
か
に
話
す（
聴
い

て
も
ら
う
）こ
と
で
軽
く
な
り
ま

す
。
も
し
、
家
族
に
も
友
人
に
も

話
せ
な
い
と
し
た
ら
市
役
所
ま
た

は
各
支
所
の
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
電
話
で
も
結
構

で
す
の
で
、
ま
ず
は
気
軽
に
声
を

か
け
て
、
こ
こ
ろ
の
重
荷
を
軽
く

し
ま
し
ょ
う
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

やすらぎの丘�
全日本葬祭業協同組合連合会加盟�

葬儀のすべてのご相談・ご用命は�

丸又葬儀社�
丸又ふれあい会　会員募集中�

有限�
会社�
本　　　店／〒964-0917 福島県二本松市本町2丁目99-2�
二本松斎場／〒964-0875 福島県二本松市槻木257-5

�0243－22－5598

��フリーダイヤル� 0120－03－5598

男�

女�

家族のことでイライラしたり嫌な気持ちに�
なることがありますか�

8.7 20.4 45.7 25.2

20.7 30.0 33.7 15.6

よくある�

ときどきある�

たまにある�

ほとんどない�

無回答�

�0%　　20%　　 40%　　 60%　　 80%　　100%

男�

女�

仕事をしていてストレスを感じることがありますか�

28.0 51.3 9.1 5.2 6.4

23.9 32.0 10.3 5.1 28.7

よくある�

たまにある�

あまりない�

ほとんどない�

無回答�

�0%　　20%　　 40%　　 60%　　 80%　　100%

相談窓口はこちら…
　二本松市役所　健康増進課保健指導係（二本松保健センター内）　　　　　　　�（２３）１１１１
　　　安達支所　保健福祉課保健係（安達保健福祉センター内）　　　　　　　　�（２３）９０７６
　　　岩代支所　保健福祉課保健係（岩代保健センター内）　　　　　　　　　　�（６５）２８１８
　　　東和支所　保健福祉課保健係　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�（６６）２５００
　福島県精神保健福祉センター　　月～金（祝祭日を除く）　８：３０～１７：００　　�０２４（５３５）５５６０
　福島県県北保健福祉事務所　　　月～金（祝祭日を除く）　８：３０～１７：００　　�０２４（５３４）４３００
　福島いのちの電話　　　　　　　年間通して　　　　　　１０：００～２２：００　　�０２４（５３６）４３４３
　東京自殺防止センター　　　　　年間通して　　　　　　２０：００～６：００　　�０３（５２８６）９０９０

こころの健康度自己チェック 下記の８項目の質問でこころの健康度（うつ）を
チェックしてみましょう！

●最近のあなたの様子についてお答えください●

チェック項　　　　　目

２
つ
以
上

毎日の生活に充実感がない１

これまで楽しんでやれたことが楽しめなくなった２

以前は楽にできていたことが、今ではおっくうに感じられる３

自分が役に立つ人間だと思えない４

わけもなく疲れたような感じがする５

１
つ
以
上

死について何度も考えることがある
　注）「ぽっくり死にたい」「もう年だからいつ死んでもいい」

などはチェックはつきません
６

気分がひどく落ち込んで、自殺について考えることがある７

１最近ひどく困ったことや、つらいと思ったことがある８

いずれかが該当し、

最近２週間以上、

ほとんど毎日続い

ているようであれ

ば、専門家への相

談をおすすめしま

す。

�

�

�
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フルートカルテット 「 クレール 」
 ホームカミングコンサート in 福島　　　　　　
出　演：磯部啓子（二本松出身）・上野綾子・岡室ちづる・平沼有紀子
入場料：１,５００円  （全席自由）
連絡先：磯部広子　　　�（２２）６３２７

開　演
１３：３０６月４日（日）

オカリーナ フェスティバル in あだたら
連絡先：橋本和吉　　　 �（２４）２９６５

開　演
１０：００６月１１日（日）

樋口達哉（テノール）、 メーガン･ブルス（ソプラノ）、
 森川実千代（ピアノ）　ジョイント コンサート　　　　　　
入場料：３,５００円  （全席自由）
連絡先：ふれあい音楽館ペアハウス
　　　　熊田裕士　　　�０２４（５２２）３２７０

開　演
１９：００６月１６日（金）

第２６回 山田流筝曲演奏会
連絡先：高橋名美憲　　　�（２２）４５８８

開　演
１３：００６月１８日（日）

二本松音楽協会 第５４回 定期演奏会
　　　　イリーナ･メジューエワ ピアノ リサイタル
入場料：一般４,０００円（会員３,０００円）／学生２,０００円
主　催：二本松音楽協会
連絡先：協会事務局（川崎）　　　�（２２）２４８１

開　演
１５：００６月２５日（日）

出会いのコンサート２００６
連絡先：佐藤由美子　　　�（６２）２１７７

開　演
１４：００７月２日（日）

※詳しくは、市コンサートホールにお問い合わせください。�＆ＦＡＸ（２２）５５０１
市役所�
　二本松市金色403-1�
　�（23）1111�
安達支所�
　二本松市油井字濡石１-２�
　�（23）1221�
岩代支所�
　二本松市小浜字北月山27�
　�（55）2111�
東和支所�
　二本松市針道字蔵下22�
　�（46）2111�

市ホームページアドレス�
http://www.city.�
      　　 nihonmatsu.lg.jp/

●人口と世帯数�
現住人口（５月１日現在）�
・人　口　男　31,486人�
　　　　　女　32,885人�
　　　　　計　64,371人�
・世帯数　　18,989世帯�
（注：住民基本台帳人口）�

●今月の水道修繕当番�
○二本松・安達地区�
　㈱大敬工業所�
　    �（22）7455（昼間・休日）�
　　　　�（48）3665（夜間）�
○岩代・東和地区�
　㈱野地工業所 �（22）0539

　

市
内
の
景
色
・
街
並
み
な
ど
で
、

い
つ
ま
で
も
残
し
て
お
き
た
い
大

切
な
風
景
の
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
作
品
内
容

　
「
自
然
景
観
」「
街
並
み
景
観
」

「
建
物（
歴
史
）景
観
」の
３
部
門

・
カ
ラ
ー
写
真
４
ツ
切
ま
た
は
ワ

イ
ド
４
ツ
切
の
プ
リ
ン
ト

・
未
発
表
の
作
品
で
あ
る
こ
と
。

・
１
人
何
点
で
も
応
募
可

応
募
資
格　
　

特
に
な
し

応
募
方
法（
持
参
ま
た
は
郵
送
）

　

応
募
作
品
の
裏
面
に
、
画
題
、

氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、
撮
影

場
所
を
記
入
し
た
応
募
票
を
貼
付
。

（
応
募
票
は
、
任
意
様
式
）

募
集
期
間（
必
着
）

　

平
成　

年
６
月
１
日
〜

１８

 

平
成　

年
１
月　

日

１９

３１

催　
　

し

景
観
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

 

作
品
募
集

募　
　

集

表
彰
・
副
賞
等（
各
部
門
別
）

　

最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
、
入
選
作

品
に
、
賞
状
お
よ
び
賞
金
を
授
与

そ
の
他（
作
品
は
返
却
不
可
）

・
著
作
権
は
、
二
本
松
市
に
帰
属

・
入
賞
作
品
は
ネ
ガ
を
提
出

◎
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
…

　

都
市
計
画
課　

計
画
係

　

募
集
内
容
は
、
建
築
住
宅
課
、

各
支
所
建
設
課
ま
た
は
住
民
セ
ン

タ
ー
窓
口
に
設
置
し
て
あ
る
応
募

チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間

　

６
月
５
日
〜　

日
１６

必
要
書
類
等

　

住
民
票
、
所
得
証
明
書
、
納
税

証
明
書
、
各
自
の
事
情
に
よ
り
必

要
な
書
類
、
印
鑑

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
…

　

建
築
住
宅
課
住
宅
係
ま
た
は

　

各
支
所
建
設
課
管
理
係

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

▲イリーナ･メジューエワ
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�

　

身
近
な
草
花
に
ふ
れ
な
が
ら
、

家
の
花
壇
や
玄
関
先
の
草
花
を
上

手
に
手
入
れ
し
て
、
潤
い
の
あ
る

生
活
を
送
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日　

時　
（
各
回
水
曜
日
）

　

６
月　

日
、
７
月　

日
、
８
月

２１

１９

　

日
、
９
月　

日（
全
４
回
）

３０

２７

　

午
前
９
時　

分
〜　

時　

分

３０

１１

３０

会　

場　

二
本
松
文
化
セ
ン
タ
ー

対
象
者　

市
民
の
方
ま
た
は
市
内

　

事
業
所
等
に
勤
務
の
方

受
講
内
容　

季
節
ご
と
の
花
壇
の

手
入
れ
、
盆
栽
の
育
て
方
と
手

入
れ
ほ
か

教
室
・
講
座

講　

師　

迫
詔
五　

氏

定　

員　
　

名（
先
着
順
）

２０

受
講
料　

１，
０
０
０
円（
他
に
４

回
分
の
教
材
費
２，
０
０
０
円

も
徴
収
し
ま
す
。）

申
込
受
付
期
間

　

６
月
１
日
〜　

日
１９

　

体
を
使
っ
た
遊
び
を
と
お
し
て
、

体
を
動
か
す
こ
と
が
大
好
き
な
子

供
を
育
て
ま
す
。

日　

時　
（
毎
回
土
曜
日
）

　

７
月　

日
、
８
月　

日
、
９
月

２２

１９

　

日
、　

月　

日
、　

月　

日

１６

１０

１４

１１

１１

（
全
５
回
）

　

午
前　

時
〜　

時

１０

１１

会　

場　

城
山
総
合
体
育
館

対
象
者　

小
学
１
〜
３
年
生

定　

員　
　

名（
先
着
順
）

４０
ス
ポ
ー
ツ
教
室

ス
ポ
ー
ツ
教
室
共
通
事
項

参
加
料　

無　

料

申
込
受
付
期
間

　

６
月
１
日
〜　

日
３０

申
込
方
法

　

二
本
松
中
央
公
民
館（
二
本
松

文
化
セ
ン
タ
ー
）に
備
え
付
け
の

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

二
本
松
中
央
公
民
館
ス
ポ
ー
ツ

振
興
係

　

�（　

）５
１
２
１

２３

か
ら
だ
で
あ
そ
ぼ
う
ク
ラ
ブ

　

レ
ク
ダ
ン
ス
を
踊
っ
た
り
、
自

然
に
触
れ
て
楽
し
む
ネ
イ
チ
ャ
ー

ゲ
ー
ム
な
ど
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。

日　

時　
（
各
回
土
曜
日
）

　

７
月　

日
、　

日（
全
２
回
）

１５

２９

　

午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

会　

場　

二
本
松
文
化
セ
ン
タ
ー

対
象
者　

市
内
在
住
の
親
子
２
人

　

１
組（
お
子
さ
ん
５
〜
８
歳
）

講　

師　

県
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

協
会
指
導
員

定　

員　
　

組
程
度

２５

市 
民 
講 
座

（
続
）ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
教
室

　

自
分
探
し
の
健
康
講
座
で
す
。

日　

時　
（
各
回
火
曜
日
）

　

６
月　

日
、　

日
、
７
月
４
日
、

２０

２７

　

日（
全
４
回
）

１１

　

午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

会　

場　

二
本
松
文
化
セ
ン
タ
ー

対
象
者　

市
民
の
方
ま
た
は
市
内

事
業
所
等
に
勤
務
の
方

受
講
内
容　

講
義
お
よ
び
実
技

講　

師　

ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ア
ド

バ
イ
ザ
ー　

橋
本
經
子
氏

定　

員　
　

名（
先
着
順
）

３０

受
講
料　

１，
０
０
０
円

申
込
受
付
期
間

　

６
月
１
日
〜　

日
１９

天
体
観
測
入
門 

 

〜
天
体
観
測
の
す
す
め
〜

　

天
体
望
遠
鏡
を
使
っ
て
肉
眼
で

は
見
え
な
い
神
秘
の
世
界
を
覗
い

て
み
ま
せ
ん
か
。

（
Ａ
・
Ｂ
２
講
座
開
催
・
同
内
容
）

日　

時　
（
全
４
回
）

▽
Ａ
講
座

　

７
月　

日
、
８
月　

日
、
９
月

２８

２４

８
日
、　

月　

日

１０

２０

▽
Ｂ
講
座

　

７
月　

日
、
８
月　

日
、
９
月

３１

２５

８
日
、　

月　

日

１０

２３

　

午
後
７
時
〜
９
時（
共
通
）

会　

場

　

安
達
太
良
小
学
校
天
体
観
測
室

対
象
者　

小
学
校
４
年
生
以
上
の

市
民
の
方
ま
た
は
市
内
事
業
所

等
に
勤
務
の
方（
高
校
生
以
下

は
保
護
者
の
送
迎
が
必
要
）

受
講
内
容　

夜
空
の
観
測
と
講
義

　
（
雨
天
・
曇
天
時
は
ビ
デ
オ
講
習
）

講　

師

　

二
本
松
市
天
体
観
測
指
導
員

定　

員　

各　

名（
先
着
順
）

２０

受
講
料　

１，
０
０
０
円

申
込
受
付
期
間

　

６
月
１
日
〜　

日
３０

市
民
講
座
共
通
事
項

申
込
方
法

　

各
公
民
館
に
備
え
付
け
の
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
受
講

料
を
添
え
て
二
本
松
中
央
公
民
館

（
二
本
松
文
化
セ
ン
タ
ー
）へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

二
本
松
中
央
公
民
館

　

�（　

）５
１
２
１

２３

ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク（
総
合
的
）な 

 

気
功
教
室

親
子
で
一
緒
に 

 

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
教
室

市民課窓口日曜サービス（本庁のみ）／毎週日曜日の午前８時３０分から正午までです。
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福
島
県
若
者
・
フ
リ
ー
タ
ー

 
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
開
催

　

就
職
活
動
中
の
若
者
・
フ
リ
ー

タ
ー
の
皆
さ
ん
を
支
援
す
る
、
就

職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
お
よ
び
会
場

▽
６
月
７
日（
水
）〜
８
日（
木
）

　

午
前　

時
〜
午
後
５
時

１０

　

コ
ラ
ッ
セ
ふ
く
し
ま

▽
６
月　

日（
火
）〜　

日（
水
）

１３

１４

　

午
前　

時
〜
午
後
５
時

１０

　

ビ
ッ
グ
ア
イ

研
修
内
容

・
履
歴
書
の
書
き
方

・
面
接
の
受
け
方

定　

員　
　

名
２０

※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
…

　

福
島
県
就
職
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

�
０
２
４（
９
２
７
）４
７
７
２

救
命
講
習
会

 

受
講
者
募
集

　

私
た
ち
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
突

然
の
ケ
ガ
や
病
気
に
お
そ
わ
れ
る

か
予
測
が
出
来
ま
せ
ん
。
そ
ん
な

時
の
た
め
に
、
救
急
隊
が
到
着
す

る
ま
で
に
家
庭
や
職
場
で
で
き
る

救
命
処
置
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

　

救
命
処
置
に
は
気
道
確
保
、
人

工
呼
吸
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど

の
処
置
が
あ
り
ま
す
。

救
命
処
置
講
習
会

・
普
通
救
命
講
習
会
Ⅰ（
３
時
間
）

・
普
通
救
命
講
習
会
Ⅱ（
４
時
間
）

・
上
級
救
命
講
習
会（
８
時
間
）

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
…

　

安
達
地
方
広
域
行
政
組
合

　

消
防
本
部　

�（　

）１
２
１
１

２２

暮　

ら　

し

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

 

設
置
が
義
務
化
に

　

住
宅
火
災
に
よ
る
犠
牲
者
を
減

ら
す
た
め
、
み
な
さ
ん
の
ご
家
庭

に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

　

新
築
住
宅
は
６
月
１
日
か
ら
、

既
存
住
宅
は
平
成　

年
５
月　

日

２３

３１

ま
で
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設

置
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

火
事
を
出
さ
な
い
よ
う
日
ご
ろ

の
注
意
が
一
番
で
す
が
、
も
し
も

に
備
え
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設

置
し
、
い
ち
早
く
火
災
の
発
生
を

知
る
こ
と
が
、
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ

大
き
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

安
達
地
方
広
域
行
政
組
合

　

消
防
本
部　

�（　

）１
２
１
１

２２

高
齢
者
を
交
通
事
故
か
ら

 

守
り
ま
し
ょ
う

　

県
内
で
は
、
今
年
に
入
っ
て
か

ら
交
通
死
亡
事
故
が
多
発
傾
向
に

あ
り
、
中
で
も　

歳
以
上
の
高
齢

６５

者
の
死
亡
事
故
が
大
変
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
の
交
通
死
亡
事
故
は
夜

間
、
道
路
を
横
断
す
る
際
に
事
故

に
遭
う
ケ
ー
ス
が
多
く
、
次
の
点

が
特
徴
で
す
。

・
事
故
を
起
こ
し
た
ド
ラ
イ
バ
ー

の
多
く
が
ラ
イ
ト
を
下
向
き
に

し
て
い
た
こ
と
。

・
原
付
バ
イ
ク
や
農
耕
車
を
運
転

中
に
事
故
に
遭
う
高
齢
者
が
多

い
こ
と
。

☆
こ
ん
な
こ
と
に
注
意

①
夜
間
に
歩
行
す
る
際
は
、
夜
光

反
射
材
を
着
用
す
る
。

②
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
原
付
バ
イ
ク
、

農
耕
車
に
は
十
分
に
注
意
を
は

ら
う
。

③
車
の
ラ
イ
ト
を
こ
ま
め
に
切
り

替
え
、
夜
間
は
減
速
す
る
。

※
現
在
、
高
齢
者
を
交
通
事
故
か

ら
守
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
展
開
中
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

二
本
松
市
交
通
対
策
協
議
会

　
（
事
務
局
）生
活
環
境
課

福祉用具販売・貸与福島県指定事業者�

安価、無料宅配で介護サポート�安価、無料宅配で介護サポート�

ライフパルサービス�

22－1992
二本松市沖２丁目３９９－１０�

��
（0243）�

介護用品、販売レンタル専門店�

�安達地域農業振興公社からのお知らせ

農業研修会　受講者募集

※申込締切は、開催日の前々週金曜日となっています。（定員の場合事前締
切り）
※その他、各種研修内容がありますので、お問い合わせください。
■受講料
　　原則として受講料は無料です。ただし、受講者個人に帰属する参考書、
傷害保険料、原材料などの購入費用は個人負担となります。
◎問い合わせ…�安達地域農業振興公社　�(23)1111(内線201)

■研修内容

定員開講日研修名

１０人７月２３日～ 
 １１月１２日

第２回アグリスクール
家庭菜園コース（全４回）基 礎 研 修

２０人５月～６月農産物直売所活用講座
専 門 研 修

４０人１１月２２日気象講座

各１０人

６月１２日～、
１１月６日～、
１１月１３日～、
２月１９日～

トラクター運転免許取得

免許取得研修

各１０人
６月１９日～、
１１月２７日～、
２月２６日～

トラクターけん引免許取得

１０人７月４日小型農業機械の点検整備
技術向上研修 １０人７月１１日コンバイン保守点検整備

１０人１２月４日～トラクターの操作技術向上

　�安達地域農業振興公社では、農業者の皆さんを対象とした各種研修会へ
の受講斡旋と研修旅費の一部助成を行っています。受講を希望される方は、
お早めにお申し込みください。
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耐震性を二倍に高め、無垢材をふんだんに使い、��
木の香りを感じる、安心の100年住宅です。��
森のやすらぎを是非一度ご体感下さい。�

全て含めて� 万円�1,9801,980 二本松市南町225

ヤマニ建設��
0120-22-1409

「森林浴の家」�「森林浴の家」�「森林浴の家」�「森林浴の家」�塩沢分譲地で�販売開始�
土地� 建物� 外構�消費税�＋�＋� ＋�＋� ＋�＋�

●市立塩沢小学校�
●市立塩沢幼稚園�
●塩沢住民センター�

●大隣寺�

郵便局�

二本松I.C

ヨークベニマル●�

至
仙
台�

東
北
自
動
車
道�

市道塩沢・末広町線�

市
道
若
宮
・
鉄
扇
町
線�

●二本松病院�

●警察署���
二本松駅�

東北本線�

至郡山�

塩沢2丁目�
住宅団地�

（フリーダイヤル）�

　

地
球
温
暖
化
や
オ
ゾ
ン
層
破
壊

と
い
っ
た
地
球
規
模
の
問
題
か
ら

身
近
な
ご
み
問
題
に
至
る
ま
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
環
境
問
題
を
解
決
し

て
い
く
た
め
に
は
、
大
量
生
産
・

大
量
消
費
・
大
量
廃
棄
型
の
生
産

と
消
費
の
パ
タ
ー
ン
を
見
直
し
、

「
資
源
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
量
消

費
に
依
存
し
な
い
社
会
」、「
循
環

を
基
調
と
し
た
社
会
経
済
シ
ス
テ

ム
や
社
会
基
盤
」を
形
成
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
持
続
可
能
な
社
会

６
月
は「
環
境
月
間
」で
す

身
近
な
環
境
を
大
切
に

を
実
現
す
る
た
め
、
環
境
保
全
に

関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
し
て
今
、「
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
が
自
ら
の
生
活
・
行
動
を
見

直
し
て
い
く
こ
と
」が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
市
民
と
し
て
よ
り
よ

い
環
境
を
将
来
の
世
代
に
引
き
継

ぐ
た
め
、
環
境
に
や
さ
し
い
取
組

み（
も
っ
た
い
な
い
運
動
、
清
掃

活
動
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
、
節
電
、

ア
イ
ド
リ
ン
グ
・
ス
ト
ッ
プ
、
ご

み
減
量
化
・
リ
サ
イ
ク
ル
、
エ
コ

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
）の
実
施
に

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

き
れ
い
な
住
み
よ
い
地
域
づ
く

り
の
た
め
、
市
で
は
、
環
境
衛
生

監
視
員
を
委
嘱
し
、
不
法
投
棄
等

の
監
視
活
動
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
、
不
法
投
棄
、

ポ
イ
捨
て
は「
犯
罪
」で
あ
る
こ
と

を
認
識
し「
不
法
投
棄
を
し
な
い
、

さ
せ
な
い
」と
い
う
意
識
を
持
ち

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
不

法
投
棄
を
、「
し
そ
う
だ
。・
し
て

い
る
。・
し
て
い
た
。」と
い
っ
た

不
法
投
棄
は

 

「
犯
罪
」で
す
！

状
況
を
発
見
し
た
よ
う
な
場
合
は
、

速
や
か
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

不
法
投
棄
の
罰
則

　

５
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
１

千
万
円
以
下
の
罰
金（
ま
た
は
こ

れ
を
併
料
）

　

法
人
等
に
あ
っ
て
は
、
１
億
円

以
下
の
罰
金
を
重
課

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

生
活
環
境
課
環
境
衛
生
係

低 家 賃 宣 言 �

★鉄筋コンクリート造・�
タイル張り！�

★インターネット�
使い放題無料！�

★遮音・耐火・耐震性�
良好！�

※モデルルームあります。�

株式�
会社�佐藤組�不動産管理部�
〒964－0901 二本松市表1丁目552-7

TEL 0243－22－8575
http://www.satou-gumi.co.jp

直 通�

ひとみらい�ひとみらい�
～男女共同参画社会への道しるべ～�

「男女共同参画週間」（6月２３日～２９日）

『男女共同参画パネル展』を開催

　男女が、お互いにその人権を尊重しつつ喜び

も責任も分かち合い、性別に関わりなく、その

個性と能力を十分に発揮することができる男女

共同参画社会の形成に向け、「男女共同参画週

間」が設けられています。

　この期間中に、男女共同参画社会の促進を図

るための行事等が各地で実施されますが、本市

では『パネル展』を開催します。市民のみなさん、

ぜひこの機会にご覧ください。

◇期　　間　　　６月1６日�～２９日�

◇場　　所　　　二本松市役所 １階 ロビー 

◎問い合わせ…改革推進課男女共同参画係

福島県男女共生センターで
 ボランティア活動をしてみませんか

◇募集人員　　　３０名程度

◇応募資格　　　無償で参加可能な県内在住、

在勤、在学の１５歳以上の方

（高校生も可）

◇活動分野　　　環境美化、見学案内、情報紙作

成、図書・情報、イベント、保育

◇準備講座　　　６月１７日�「未来館ボラン

ティアスタートアップ講座」

◇応募方法　　　男女共生センター（�２３－

８３０４）へお問い合わせくださ

い。
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こ
れ
ま
で
、
保
険
料
免
除
・

猶
予
を
希
望
す
る
場
合
、
毎
年

申
請
が
必
要
で
し
た
が
、
次
に

該
当
さ
れ
る
方
は
平
成　

年
７

１８

月
分
か
ら
の
免
除
申
請
書
の
提

出
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

継
続
し
て
免
除
の
審
査
を
行

い
、後
日
審
査
結
果
を
社
会
保
険

事
務
所
よ
り
送
付
い
た
し
ま
す
。

　

平
成　

年
度
分
の
免
除
申
請

１７

時
に
、
継
続
申
請
を
希
望
さ
れ

た
方
で
、
全
額
免
除
、
若
年
者

猶
予
が
承
認
さ
れ
た
方

　

た
だ
し
、
継
続
申
請
を
希
望

さ
れ
た
方
で
も
、
半
額
免
除
が

承
認
さ
れ
た
方
は
、
７
月
以
降

に
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

継
続
審
査
に
は
、
前
年
度
の

所
得（
平
成　

年
中
の
所
得
）が

１７

基
準
と
な
り
ま
す
の
で
、
所
得

申
告
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
早

め
に
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【被保険者（加入者）の種類と保険料】
加入制度と保険料

職業等
保険料加入制度

月額
１３,８６０円
（Ｈ１８年度）

国民年金
【第１号
 被保険者】

自営業者、
農業者、学生等
（２０歳以上６０歳未満
 で下記以外の人） 

※年収の１４.２８８％

労使で折半。
本人負担は年収の
７.１４４％

厚生年金
国民年金
【第２号　
 被保険者】

会社員
（厚生年金適用
 事務所に雇用
 されている人）被　

用　

者
加入している共済
制度により異なり
ます。
詳細は、各共済年
金へ。

共済年金
国民年金
【第２号
 被保険者】

公務員

私立学校教職員

保険料負担は要し
ない。配偶者の加
入している年金制
度がまとめて負担
します。

国民年金
【第３号
 被保険者】

被用者の配偶者妻又
は夫であって主として
被用者の収入により
生計を維持する人　

※平成１８年１０月より、０.３５４％上がります。

保
険
料
免
除
・
猶
予

 

継
続
申
請
に
つ
い
て

年　
　

金

【
国
民
年
金
の
し
く
み
】　

国
民
年
金
に
は
、
日
本
国
内
に
住
所
の
あ

る　

歳
以
上　

歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
が
加
入
し
ま
す
。

２０

６０

「広報にほんまつ」「市ホームページ」への　�

掲載広告募集中�
　「広報にほんまつ」や「市ホームページ」に広告を掲載しませ�
んか。お申し込みを、お待ちしております。�
＜広報にほんまつ＞�
■広告料　掲載1回につき、下1段…2万円　下1段の1／2…1万円�
＜二本松市ホームページ＞�
■募集する広告の内容　バナー広告�
■広告料　1枠につき1か月　１０，０００円�
　　　　　　　◎問い合わせ・申し込み…秘書広報課広報広聴係�

相続・遺言無料相談会�
◇７月１日（土）午後６時30分～８時30分�

◇二本松市勤労者研修センター（郭内北小隣り）�

◎電話かFAXでご予約ください�
遺言お勧めケース⑤「相続人が誰もいない」�
※守秘義務を守ります。安心してご相談ください。�

石川てるお�行政書士�事 務 所 �
電話/FAX�
23－4460

＋＋

＋＋

二本松警察署からお知らせ

二本松警察署ホームページ
http://www.police.pref.fukushima.jp/police/nihonmatsu/

特　　徴　　点　　等
◎　空き巣は、現金、ブランドバッグ、装飾品などが被害に遭っています。
　　これからお出かけになる機会が増えると思いますので、お出かけの際は、
必ず戸締りを確認し、お隣にひと声かけましょう。
◎　市内の女子児童に対する声かけ事案が続発しています。
　　犯人は、車のナンバープレートにガムテープを貼り、サングラスをかけ、
マスクをしています。ナンバープレートにガムテープを貼っている車、長
時間学校近くに止まっている車などを見かけた際は、すぐに警察署に連絡
してください。子供たちが安全で安心して暮らせる地域を実現するために、
子供たちの見守り活動にご協力お願い致します。

合　計東和支所
管内

岩代支所
管内

安達支所
管内

本庁
管内

１１粗　　暴　　犯

４４空き巣侵
入
盗

３３事務所荒らし

４１３その他

３２１万引き非
侵
入
盗

２２車上ねらい

４２１１その他

３３自　転　車　盗

１０２８そ　　の　　他

３４０２６２６合　　　　計

犯罪発生状況（４月）

対３月比 
（％）

３月調査
平均価格
（円）

今月調査
平均価格
（円）

規　　　格品　目

２.８１４１１４５甘塩切身１００g塩 さ け

５２.５１５６２３８１kgキャベツ

▲ ４.１１７０１６３もも肉中１００g豚 肉

１６.７１６１１８８Mサイズ１パック１０個入り鶏 卵

▲ ０.８３３４３３１赤みそ１kgみ そ

８.０１７４１８８上白糖ポリ袋１kg入り砂 糖

０.３１,４５４１,４５９白灯油１８L（配達）灯 油

▲ ４.４６,７５１６,４５３家庭用１０�使用価格L P G

※消費生活のトラブルのご相談は、福島県消費生活センター
　（�０２４-５２１-０９９９）までご相談ください。

５月の市内商品価格�
～お買い物の目安にしてください～�

５月の市内商品価格�
～お買い物の目安にしてください～�
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6月�
新着本のご案内

▼「ありがとうおかげさま」下村満子編 著→１３００人の参加者を感
動の渦に巻き込んだシンポジウム「いのちとは何か生きるとは
何か」ついに単行本化！今こそ問われる人類最大のテーマを各
界６人の英知が徹底究明。

▼「だれかふつうを教えてくれ」倉本智明 著→ふつうっぽく見ら
れたい。でも、なにがふつうか、わからない。あたりまえ、と
言われる社会で、ぼくたちが気づかないでいることとは。「障
害」をとおして、常識やルールを考える。

▼二本松図書館では、「日本におけるドイツ年２００５／２００６」ＰＲ
行事で東京ドイツ文化センターが実施した、ドイツ年プロジェ
クト「移動図書館がドイツを運んでくる」に（全国で３３図書館）参
加。このたび、ドイツに関する図書５０冊の寄贈を受けました。
移動図書館車「まつかぜ号」の巡回時に専用のパッケージに入れ
図書を運んでいます。今年は、サッカーのワールドカップもド
イツで開催されます。よりドイツを知る機会にしてはいかがで
すか。
◎新着本は、市のホームページでもご覧いただけます。

行事・事業のお知らせ
◎ ６月の休館日
毎週月曜日（５日、１２日、１９日、２６日）、月末休館（３０日）
◎おはなしのへや 
３日�午前１１時～、テーマは「映画になった絵本」
◎移動図書館車「まつかぜ号」運行日程
第１コース　15日�

 塩沢小学校 → 表団地 
12：30～ 14：00～

第２コース　20日�

 岳下小学校 → 茶園遊園地 →金 色久保公園 →
12：10～ 14：10～ 14：40～

 岳下住民センター 
15：10～

第３コース　22日�

 安達太良小学校 → 原セ諏訪団地 → 中里団地 
12：30～ 14：10～ 14：40～

第４コース　１日�、27日�

 原瀬小学校 → 箕輪集会所 →西 池団地 → 高越会館 
12：30～ 14：00～ 14：40～ 15：20～

第５コース　６日�、29日�

 杉田小学校 → 杉田住民センター → 新座団地 → 二本松病院 →
12：20～ 14：20～ 14：50～ 15：20～

 第三中学校 
16：10～

第６コース　８日�

 石井小学校 → 地域文化伝承館 → 石井住民センター → あぶくま台 
12：30～ 14：10～ 14：40～ 15：10～

→ 第二中学校 
16：00～

第７コース　13日�

 大平小学校 → 大平住民センター → あだたら荘 
12：20～ 14：05～ 14：40～

◎問い合わせ…二本松図書館　�（２３）５０８２

二本松図書館�

新着本のご案内

▲

『ミーナの行進』小川洋子 著→「博士の愛した数式」著者の最新
刊。綺麗な挿絵も印象的な小説。▲

『背負い富士』山本一力 著▲

『パズル・パレス　上・下』ダン・ブラウン 著▲

『誰とでも無理なく話せる　雑談力』武藤清栄 監修▲

『少年八犬伝』小野裕康 著

新着ＣＤ

▲

『坂本九　ベスト30』　「明日があるさ」「上を向いて歩こう」
「涙くんさよなら」を含む究極のベスト３０曲！▲

『七つの子　野口雨情作品集』　「シャボン玉」「雨降りお月」
「赤い靴」今なお歌い継がれる不滅の詩人の、童謡、新民謡など
の代表曲を集大成。

岩 代 図 書 館�

　

最
近
市
内
公
園
の
ト
イ
レ
や
水

飲
み
場
が
心
な
い
人
の
手
に
よ
り

壊
さ
れ
る
こ
と
が
続
い
て
い
ま
す
。

復
旧
対
策
を
懸
命
に
続
け
て
い
ま

す
が
、
経
費
も
増
加
す
る
一
方
で

こ
の
ま
ま
で
は
対
応
す
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

公
園
に
限
ら
ず
公
共
施
設
は
皆

さ
ん
が
利
用
す
る
施
設
で
す
。
大

切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
不
審
な
人
を
見
か
け
た

そ　

の　

他

公
共
施
設
は
皆
さ
ん
の
も
の

 

大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う

ら
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

◎
連
絡
先
…

　

都
市
計
画
課
公
園
緑
地
係

二
本
松
城
址
の

第　

次
発
掘
調
査
を
実
施

１１

　

現
在
、
二
本
松
城
址
の
発
掘
調

査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
が
主
体
と
な
っ
て

行
う
学
術
調
査
で
、
二
本
松
城
の

実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
城
址
山
頂
部
北
側

付
近
を
調
査
し
て
お
り
、
二
本
松

城
の
縄
張
り（
範
囲
）を
確
定
す
る

資
料
の
検
出
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

調
査
は
６
月
末
日
ま
で
の
予
定

で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

文
化
課
文
化
財
係

◎６月の休館日
※５／２５�～６／７�は特別整理休館のためお休みいたします。
　６／１２�、１９�、２６�、３０�　月末整理休館日

◎６月のおはなし会
　ところ　　岩代図書館
　とき　　　６月１７日�　午後1：３０から午後３：００ころまで
　ないよう　お遊び、本の読み聞かせ、つくってあそぼう
☆対象は幼児から小学生ですが、家族皆さんで楽しんでください。
◎問い合わせ…岩代図書館　�（５５）３２５５

▲昨年行われた第10次発掘調査現地説明会
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二
本
松
市
合
併
記
念
、
第
三
十

七
回
東
和
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

当
日
は
、
特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て

ア
ト
ラ
ン
タ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
女
子

一
万
メ
ー
ト
ル
五
位
・
世
界
陸
上

パ
リ
大
会
女
子
マ
ラ
ソ
ン
三
位
の

実
績
を
持
つ『
千
葉
真
子
さ
ん
』が

小
学
生
の
部
に
参
加
し
ま
す
。
そ

の
他
に
も『
ホ
ノ
ル
ル
マ
ラ
ソ
ン

抽
選
会
』、『
女
王
コ
ン
テ
ス
ト
』、

景
品
盛
り
だ
く
さ
ん
の『
お
楽
し

み
抽
選
会
』が
行
わ
れ
ま
す
。

日　

時　

七
月
二
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
七
時
五
十
分
〜

会　

場　

下
太
田
小
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド

◎
問
い
合
わ
せ
…
東
和
公
民
館

　
　

�（　

）４
１
１
１

４６

東
和
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
開
催

第37回
　

日
本
最
大
菊
の
祭
典「
二
本
松

の
菊
人
形
」は
、
今
年
で
第
五
十

二
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　

開
催
期
間
中
、
観
菊
客
の
歓
迎

と
各
地
に
お
い
て
の
Ｐ
Ｒ
事
業
で

活
躍
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
菊
人

形
事
業
へ
の
理
解
・
協
力
者
と
し

て「
二
本
松
の
菊
人
形
大
使
」を
、

男
女
を
問
わ
ず
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員　

五
人

応
募
資
格

①
年
齢
十
八
歳
以
上
の
方

　
（
高
校
生
は
除
き
ま
す
。）

②
市
内
に
在
住
、
在
学
ま
た
は
勤

務
さ
れ
て
い
る
方
で
、
十
月
一

日
か
ら
十
一
月
二
十
三
日
ま
で

の
間
の
日
曜
・
祝
日
お
よ
び
事

務
局
の
要
請
す
る
日
に
歓
迎
・

Ｐ
Ｒ
事
業
に
従
事
で
き
る
方

応
募
方
法

　

市
販
の
履
歴
書
に
全
身
写
真

（
サ
ー
ビ
ス
判
）を
添
付
し
、
菊
栄

会
事
務
局（
市
役
所
観
光
課
内
）ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
※
郵
送
可
・
締
切
日
必
着
）

　

な
お
、
応
募
者
ご
本
人
に
は
審

査
会
に
出
席
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

応
募
期
限

　

七
月
十
一
日（
火
）

審
査
会

▽
日
時　

七
月
十
六
日（
日
）

　
　
　
　

午
後
一
時
三
十
分

▽
会
場　

市
役
所
六
階「
正
庁
」

副
賞
等

▽
入
賞
者（
五
人
）

・
認
定
書
並
び
に
ト
ロ
フ
ィ
ー

・
出
勤
日
に
日
当（
一
日
五
千
円
、

半
日
三
千
円
）を
支
給

▽
応
募
者
全
員
に
記
念
品

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

観
光
課
観
光
振
興
係

市営プール市営プールをオープンしますをオープンします
　市内の各プールをオープンいたします。体力、健康づくりにぜ
ひご利用ください。
◇開場期間

◇使用料金
　　大　人　１人１回　１００円　回数券（６回分）５００円
　　高校生　１人１回　 ５０円　回数券（６回分）２５０円
　　小　人　１人１回　 ３０円　回数券（６回分）１５０円
　　※回数券は、それぞれのプールでお求めください。
　　※土曜日・日曜日は、中学生以下とその引率者の方については、使

用料が無料となります。（市民の方に限ります。）

◇時　　間
　　１回目　　午前１０時～正午
　　２回目　　午後１時～午後３時
　　３回目　　午後３時３０分～午後５時３０分
　　４回目　　午後６時～午後８時
　　　　　　　（二本松市民プール夜間利用期間中のみ）

◎問い合わせ…
　　二本松地域プール…二本松中央公民館　スポーツ振興係
　　　　　　　　　　　�（２３）５１２１
　　岩代地域プール……岩代公民館　スポーツ振興係
　　　　　　　　　　　�（５５）２２６１

小浜、新殿、旭、杉沢プール市民プール（郭内）
６月２０日�～９月１０日�７月１日�～８月３１日�開場期間

な　し７月１７日�～８月１７日�夜間利用期間

■編集と発行／二本松市総合政策部秘書広報課　〒964－8601　福島県二本松市金色403番地1　�0243（23）1111
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二本松市ホームページアドレス　http://www.city.nihonmatsu.lg.jp/

　市では、希望する皆さんへ市内で発生した火災の情
報を迅速に提供するために「火災情報メール配信サー
ビス」を行っています。
　電子メールアドレスをお持ちの方なら、どなたでも
火災情報を受信することが出来ます。
◆申し込み手続きは、携帯電話等から市ホームページ
へアクセスしていただけば簡単操作で受信可能とな
ります。（携帯用  http://www.city.nihonmatsu.lg.jp/mobile/）
◆サービス利用料　　無料
◆メール受信費用　
　　利用される方の受信端末の契約形態により１～３
円程度発生する場合があります。
◆注意事項
　○メール受信拒否をされている方は、サービスが受

けられなくなることがありますので、受信できる
ようメール設定を変更してください。（当情報は、
info@city.nihonmatsu.lg.jpから送信されます。）

　○プロバイダ等のメールサービスの状況によっては、
メールが遅延（数分～数時間程度）することがあり
ますので予めご了承ください。

◎問い合わせ･･･生活環境課市民生活係
　E-mail : shiminseikatsu@city.nihonmatsu.lg.jp
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